
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第 4回研究会 
日時：2003 年 11 月 8 日～9 日 

会場：駒澤大学  

第 4回研究会は、駒澤大学 246会館およ
び同大学第一研究館にて開催された。8日
の研究会は、「地理学サロン」との共催で

あった。また、その間、同大学図書館およ

び地理学教室地図室所蔵（多田文庫）の外

邦図の一部を閲覧した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



3-1 終戦前後における參謀本部と地理学者との交流、 

および陸地測量部から地理調査所への改組について 
（渡辺正氏資料をもとに） 

 金窪 敏知（元国土地理院） 
 

 
Ⅰ 外邦図研究会との係わり 
 
外邦図研究会には本日初めて出席して報

告を致すことになりましたが、実は今年は

私にとって外邦図との係わりが殊のほか深

く、今日ここでお話をすることに何か不思

議な出会いといったものを感じております。 

先ず最初に、「外邦図」の定義ないし概念

ですが、『測量・地図百年史』（昭和 45 年 3

月、日本測量協会発行）の「第Ⅳ編外邦図

のまえがき」に次のようにあります。 

外邦図や外邦測量という言葉は、陸地

測量部で満州や中国・東南アジア等を対

象地域とした地図や測量に与えた言葉で

ある。 

この言葉には、作戦や戰鬪行為のため

に必要な地図を、事前にあるいは戦中に

秘密のうちに作成するという意味がこめ

られていたのであるが、この編では、も

っと広い意味でとらえ、台湾・樺太・朝

鮮等、かつて外地と呼ばれた旧領土や、

その他日本の手で地図が作られたすべて

の地域の測量と地図を取り扱うことにす

る。 

外邦図や外邦測量の歴史は古く、明治

7 年に清国渤海地方図と陸軍上海地図を、

明治 8年に清国北京全図、朝鮮国全図、

そして、亜細亜東部輿地図を出版してお

り、日本国内の近代測量が緒についたか

つかぬうちに、もう外邦図作成が始まっ

ているのである。そして明治 10 年の西南

の役で迅速測図班が戦地で地図を作った

ように、日清戦争・日露戦争・青島作戦・

シベリア出兵・満州事変・支那事変・第

2 次世界大戦にはいずれも臨時測図部や

臨時測量部、あるいは派遣測量隊や軍測

量隊などが編成され、外邦図の作成に当

たっている。 

明治 17 年の參謀本部地図課の服務概

則、総則第 5条に「第 3班ハ外邦図及臨

時指令ニ応スル地図、図書ノ調製ヲ掌ル」

とあるように、こうした国外の地図を外

邦図と呼ぶこともかなり古くから行なわ

れたようである。 

このような概念による外邦図の作成範囲

は、台湾、樺太、朝鮮、南洋諸島（委任統

治領）、満州および関東州などの全域、その

他中国、蒙古、シベリア、東南アジア、印

度、ニューギニアおよびニューブリテン島、

ソロモン諸島・ニュージーランド、ハワイ

諸島、アラスカ地方、オーストラリア等に

及んでいます。縮尺は、5万分 1、10 万分 1、

20 万分 1、25 万分 1、50 万分 1、100 万分 1

等でした。 

私は現在岐阜県図書館の特別顧問をして

おります。ご存知のようにこの図書館には

世界分布図センターという機構があって、

東北大学から譲り受けた外邦図一式を取り

揃えており、また最近、建築家である山下

和正氏の古地図コレクションを受け入れて

 39



おります。私も山下氏に倣って、コレクシ

ョンというほどではありませんが、長年自

然に集った主題図等の地図類を死んだら寄

附しようかと考えて、ぼつぼつ整理を始め

ているところです。私の持っている外邦図

は、約 35 年前に国土地理院の製図課長補佐

をしていた当時、大掃除で棄てられようと

した作業用の地図を貰い受けたものが主体

で、約 300 点あります。小縮尺図を編集す

るために計曲線を選んで墨入れをしたもの

等を含めて、複数部あるものがかなりあり、

実質的には 194 図葉です。 

次に、今年の 5 月中旬に目黒区にお住ま

いの佐藤礼次さんという方から分厚い封書

が届き、中に A4 横書き 60 枚ほどの原稿が

一式はいっていました。国土地理院に勤め

ていた小林弘氏の紹介ということでしたが、

佐藤さんはやはり国土地理院に勤めていて

亡くなられた村上成夫氏の甥に当る方で、

また、成夫氏のお父さん、すなわち佐藤さ

んのお祖父さんは、村上千代吉と言って陸

地測量部の雇員であったそうです。10 年近

く前に、この村上千代吉氏の残した手帳が

32 冊出て来たのですが、これが明治 38 年

から昭和 13 年まで 33 年間におよぶ千代吉

氏の主として外邦測量に関する活動記録で

した。佐藤さんはこの手帳の解読をかねて

より知人の牛越国昭氏に依頼していました

が、このほどようやく牛越氏による原稿と

いう形でまとまったので、目を通して欲し

いということでした。 

原稿を読んでみますと、村上千代吉氏は

明治 38 年に陸地測量部に採用され、直ちに

朝鮮に派遣されて測量を行ったのを皮切り

に、南清、北清、蒙古、シベリア、山東、

滿洲など、各地の測量、時には秘密の測量

に従事しております。明治 40 年には現地で

逮捕されて危うく殺されかけたこともあり

ます。すなわち、この 32 冊の手帳は外邦測

量に従事した人々の苦労を切実に物語る記

録ですが、何れ出版して公表される予定と

伺っております。 

続いて 5 月末に、日頃親しくして頂いて

いる自衛隊 OB の高木勲氏からご相談を受

けました。それは今日お見え頂いておりま

すが、終戦当時大本営参謀であられた渡辺

正氏から自分が保存している資料を整理し

て、然るべきところに納めたいというご依

頼をうけたのであるが、内容をみると、自

衛隊と国土地理院とに分けて納めたらどう

かと思い相談にきたということでした。渡

辺氏は陸軍士官学校 49 期生、高木氏は 58

期生、私は仙台陸軍幼年学校の 48 期生で

（渡辺氏に言わせれば半玉ですが）陸士 63

期生相当であり、いわば大先輩にあたる訳

です。約 50 点の資料には実に驚くべき内容

の記録が多く含まれており、早速資料整理

のお手伝いをさせて頂くことになり現在に

至っております。 

また、7月には沖縄県宜野湾市でアジア太

平洋地域地図会議が開催されました。そし

てこれに付随して、地球地図フォーラムや

日本国際地図学会の大会が開かれ、私も学

会に参加しました。外邦図研究会の存在は

事前に清水靖夫氏から伺っておりましたが、

沖縄の学会で小林茂先生の「外邦図研究の

成果と課題」と題する発表をお聞きし、若

干のコメントを差上げたのが切掛けでお近

づきになり、ご依頼によりこの外邦図研究

会でお話をすることになった次第です。 

 
Ⅱ 渡辺正氏資料について 
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後で改めてご紹介申し上げますが、渡辺

正氏は、昭和 19 年 5 月から昭和 20 年 9 月

終戦による復員まで、參謀本部陸軍参謀・

大本営参謀陸軍少佐として、情報担当の第

二部に所属し、主として第二部第四班にお

いて、情報に関する総合情勢判断、兵要地

誌、および陸地測量部の管轄を担当されま

した。 

渡辺正氏が保存しておられる資料は、以

下通し番号を付けて渡辺氏資料と呼ばさせ

て頂きますが、その内容はおよそ次の通り

であります。 

（1）大東亜戦争末期に本土決戦に備えて 

     計画実施された兵要地理調査研究会 

     に関する資料 

（2）終戦前後における地図等の焼却処理 

     ならびに陸地測量部組織の処理に関 

     する資料 

（3）戦後進駐軍との折衝に関する資料 

（4）兵要地理および地誌に関する資料 

（5）その他 

進駐軍との折衝に関する資料には英文が

含まれています。 

本日私がこれからお話しする内容は、渡

辺氏のお許しを得て、主としてこの渡辺氏

資料ならびに直接ご本人からお聞きしたこ

とに基くものであることを、先ずお断り致

します。 

 
Ⅲ 兵要地理調査研究会について 
 
大東亜戦争末期に本土防衛を万全なもの

にするために、渡辺参謀の発案で著名な地

理学者を糾合し、命題別に期限を限って兵

要地理調査研究を実施することになりまし

た。この調査研究会の発足に先立って、一

つの委員会が設置されております。その名

称は審らかでありませんが、この委員会の

第二回会合の資料が残っています。すなわ

ち、昭和 19 年 12 月 15 日（金）丸ノ内ホテ

ルで開催され、參集者は委員 18 名、議題は、

研究項目確定、執筆者の決定、研究会の運

営および委員の分担決定、その他となって

います。委員会の構成は、地理、歴史、社

会、思想、政治、法制、経済、文化、外交、

軍事と、幅広い分野に関する学者および専

門家となっております。地理の委員として、

多田文男、渡辺光のお二人の名前が載って

おります。なお、この文書によりますと第

一回会合は 12 月 6 日（水）に開かれたよう

ですが、詳細は不明です（渡辺氏資料 4）。 

この頃戦局は日に日に我が方に不利にな

って来ており、11 月にはサイパン基地から

B29 が本土来襲を開始、明けて昭和 20 年に

は米軍は 1月にルソン島に上陸、更に 2月

に硫黄島に上陸、守備隊は 3月に玉砕しま

した。このような情勢にあって、大本営は

1月20日に本土決戦に関する作戦大綱を決

定しています。 

參謀本部の中では、「今更兵要地理なん

か」という声もあったそうですが、第一回

の兵要地理調査研究会は昭和 20 年 4 月 30

日（月）牛込区市ヶ谷の参謀本部第二部で

開かれました（渡辺氏資料 1、2、3）。沖縄

に米軍が上陸して死闘が続けられている時

期であります。研究会の參集者は、參謀本

部側が第二部長の有末精三中将（陸士29期）

以下、第四班、第五課、第六課、第七課の

各課長および班長、関係部員で、地理学者

は 15 名が集りました。議題は研究題目の検

討および担任決定でした。 
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このときの人選は、渡辺参謀が当時東京

帝国大学理学部助教授で資源科学研究所員

を兼ねていた多田文男氏に相談して、先ず

東京帝国大学辻村太郎教授、次いで東京文

理科大学田中啓爾教授が選ばれ、以下、陸

軍予科士官学校、陸軍気象部、内務省国土

局、文部省国民教育局、東亜研究所、東京

帝国大学、東京文理科大学、東京高等師範

学校、学習院の各組織に所属する地理学者

が集りました。なお、このあとの会合では、

京都帝国大学からも参加しております（渡

辺氏資料 5）。 

（5）食糧関係資料 

（6）活用可能道路網図（間道） 

（7）隔海度図 

（8）米英「ソ」ノ東亜政策の究明 

（9）帝国本土ニ於ケル要域観察判断 

參謀本部からは、これらの成果に対する

謝礼金として合計 3500 円が昭和 20 年 8 月

に支払われ、その予算は第二部第六課から

支出されております。 

兵要地理調査研究会の成果の一つとして、

仮に米軍が関東地方に上陸作戦を行うとす

れば、九十九里浜か相模湾かが議論され、

研究会は相模湾という推定をしました。參

謀本部の中では九十九里浜説が多かったそ

うですが、戦後になって米軍に質したとこ

ろ、相模湾を考えていたそうです。 

余談として、中野尊正教授が著書『山河

遥かに』に書いておられますが、多田文男

氏の推薦で中野氏もこの兵要地理調査研究

会の一員となる筈だったそうです。中野氏

は資源科学研究所員で、内蒙古や熱河の調

査をされた経験がおありですが、昭和 19

年 5 月に応召で高知の聯隊に入隊し、直ぐ

に滿洲の虎頭、次いで東安で警備に当って

おられました。多田氏の推薦を受けて渡辺

参謀が中野氏を參謀本部に呼ぼうとされた

ときは、久留米の予備士官学校に入校され

た後だったので、沙汰止みになったという

ことでした。 

 
Ⅳ 陸地測量部の松本疎開 
 
次に陸地測量部に関するお話ですが、参

謀本部に所属していた陸地測量部の庁舎は

三宅坂にありました。以下『測量・地図百

年史』に拠りますと、戦争末期における主

要業務はいわゆる「マルタ」作業といわれ

るもので、本土決戦に備えて大縮尺の測図

や修正および地図上に距離方眼を入れたり、

水深線を描画したり、その他作戦に必要な

事項を描入する応急修正図作成作業でした。 

兵要地理調査研究会では、研究題目が個

人ごとに細かく分担を定められ、研究成果

の提出期限は、一部中間報告の作業を含み、

昭和 20 年 5 月 13 日とされました。その成

果は現在残されておりませんが、完成資料

目録によれば、次の通りです。 

昭和 19 年戦局の悪化に伴って東京の疎

開が始まり、陸地測量部も 4月にまず東京

杉並区の明治大学予科の校舎に移りました。

この頃から兵要図量産のため地図印刷を民

間会社に外注し、緊急作業隊を編成して監

督を行っております。 

（1）本土ニ於ケル上陸適地トシテノ砂浜

概況 

（2）本土周辺主要島嶼ノ調査 

昭和 20 年に入ると、各測量班も測量どこ

ろではなく、東京も空襲が激しくなったの

（3）海岸地形ノ特質概況 

（4）内陸機動價値判断図 
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 で、5 月に長野県松本市郊外へと第 2 次疎

開が決められましたが、不幸にして、5 月

24 日夜の空襲で当時新宿駅にあった疎開

荷物が貨車ごと炎上し、多数の貴重な資料

を失いました。また、20 万分 1帝国図の銅

原版は三宅坂庁舎印刷工場の廊下に並べら

れたまま、たった一日の輸送の遅延のため

にその殆んどが灰燼に帰してしまいました。 

ポツダム宣言の受諾、そして終戦に伴い、

昭和 20 年 8 月 15 日付で「陸軍秘密書類其

ノ他重要ト認ムル書類（原簿共）」の焼却命

令が参謀総長名で発せられました（渡辺氏

資料 6）。ここでいう「其ノ他重要ト認ムル

書類」には地図、兵要地誌を含んでおりま

す。続いて 8月 19 日付で「作戦用地図処理

要領」の通牒が発せられ、細部にわたる指

示が行われました（渡辺氏資料 8）。指示の

内容はおおむね次のようです。 

長野県の疎開先では、総務課と第三課（旧

製図科）の製版と印刷が波田村、第三課の

製図関係が梓村、第一課（旧三角科）と第

二課（旧地形科）が塩尻、教育部（旧修技所）

が温明の、各国民学校に分散配置されてい

ました。当時陸地測量部の編成人員は将

校・高等官 84 名、下士・判任官 290 名、生

徒 125 名、雇傭人 524 名、その他召集軍人・

徴用工が多数配置されていました。 

（1）參謀本部においては、内邦地形図の

うち軍事極秘である 2 万、1 万、5 千

分 1 図、および滿洲、「ソ」領、関東

州の 10 万、5 万、2 万 5 千、5 千分 1

の軍事極秘以上の地図ならびに各地

域の兵要地誌図は焼却する。また、内

邦地形図のうち軍事極秘（戦地に在り

ては極秘）および軍事秘密（戦地に在

りては極秘）である 5万、2万 5千分 1

図は一部残置し焼却する。 

なお、製版および印刷関係は梓村尾入沢

に半地下の工場を作る計画でしたが、終戦

で作業が中止になりました。また別に岐阜

県高山市に印刷工場の再疎開の計画があり

ましたが、これも終戦で工事が中止されて

います。この辺の経緯については、陸地測

量部第 50 期生で第三課所属の技手であっ

た大井淳氏の記録（『想―陸測第五十期生徒

之記録』、平成 2 年 6 月、むさしの地図株式

会社発行（非売品））に詳しく載っています。

なお、陸地測量部疎開のため先遣隊として

現地に向った一行の中に、伊理中佐の名が

ありますが、この方は伊理仁一工兵中佐で、

伊理正夫教授（中央大学理工学部、東京大学

名誉教授／情報システム工学）の父君に当ら

れます。 

（2）部隊、官衙、学校においては、參謀

本部に準じるほか、三角点成果表およ

び 2万分 1以上の実測図（築城・射撃

のための測図を含む）は焼却する。 

（3）陸地測量部においては、原図、初刷、

三角点成果表は成るべく保管する。原

版はそのまま残置するが、ただし軍事

極秘である 2 万、1 万、5 千分 1 のも

のは焼却または破壊する。印刷機、資

材等は残置する。ただし一部のレンズ

は保管する。資材のうち所要のものは

職員に貸与支給する。 

 （4）民間印刷会社においては、印刷した 5

万分 1 地形図および 20 万分 1 帝国図

は印刷会社に貸与する。用紙、薬品、

Ⅴ 終戦に伴う書類（地図を含む）の

焼却について  
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亜鉛版等は陸測主任者と経理上の協

議（例えば印刷費を該資材によって現品

払いをするような）の上印刷会社に交

付する。 

原図原版等処理区分表によれば、樺太、

朝鮮、台湾、滿洲、シベリヤ、支那、南方

に関する原図、原版は焼却、初刷（印刷図

の第 1 号）は秘匿、また、地図（印刷図）

はシベリヤ、支那、南方に関するものを焼

却、となっています。 

以上のような指示に従って、直接作戦に

関係する軍事極秘の大縮尺図等は焼却され

ましたが、指示対象外の地図類はこの限り

でありませんでした。ただし、最初の 8月

15 日付の命令に従って焼却されてしまっ

たものもかなりあったと思われます。 

 
Ⅵ 陸地測量部から地理調査所へ 
 
終戦という未曾有の事態に直面して、陸

軍部内にも大きな混乱がありました。森赳

近衛師団長の殺害事件、玉音録音盤奪取未

遂事件、阿南陸相の自刃や宮城前その他に

おける割腹事件などが相次ぎました。 

このような情勢にあって、陸地測量部の

管轄担当であった渡辺参謀は、陸地測量部

の将来について憂い、終戦の翌々日の昭和

20 年 8 月 17 日深夜密かに「終戦に当り陸

地測量部処理要綱案」という意見具申案を

作成して、上司である第二部長有末精三中

将に提出しました（渡辺氏資料 7）。すなわ

ち、「終戦に伴い陸軍は解体されるが、陸地

測量部は国土復興のための必須機構として、

平時編成の官庁に移管し、米軍の進駐時に

は既にその機関があることを認識させ交渉

させるべきである」との考えから、陸地測

量部は速やかに陸軍の組織から内務省へ移

管することを具申しました。 

意見具申案の内容は、本日の報告の核心

に当りますので、その全文を読ませて頂き

ます。〔意見具申案〕 

意見具申案の切々たる文章は、眞に心を

打たれるものがあります。30 歳前の青年将

校が国家未曾有の混乱のなかにあって、冷

静さを失わずに発揮された並々ならぬ愛国

心、透徹した判断力と優れた実行力に、今

日余慶を受ける者の一人として心から敬服

するものであります。 

意見具申案を受けた有末部長は了承して

一切を渡辺参謀に任せました。早速行動に

移った渡辺参謀の意見を容れて、若松只一

陸軍次官と内務省の岩沢忠恭国土局長との

間で協議がまとまり、公式に陸地測量部を

陸軍から内務省に移管することが決定され、

昭和 20 年 8 月 30 日付で内務省官制が改正

になり地理調査所の設置が決定し、同日「陸

地測量部条例」が廃止されて陸地測量部は

消滅し、9 月 1 日内務省地理調査所が暫定

的に 3 課制（企画・測量・地図）により発

足したのです。 

新組織である「地理調査所」の名称は、

渡辺参謀の発案になるもので、その発想の

元は「兵要地理調査研究会」にあるという

ことです。そして、地理調査所の表札は、

書をよくされる渡辺正氏の直筆になるもの

です。 

地理調査所の発足に伴い、陸地測量部長

大前憲三郎少将始め軍人の主要幹部は退任

し、地理調査所長には民間人を当てること

になりました。その人選に当って、渡辺参

謀は陸地測量部教育部の武藤勝彦技師に就

任を促しましたがが、武藤氏が当初これを

 44



 45

拒んだので、地理調査所の初代所長には国

土局長の岩沢氏が兼ねることになり、岩沢

所長の下に、企画課課長鈴川清（元陸地測

量部第一課課長陸軍大佐）、測量課課長武藤

勝彦、地図課課長馬瀬口久平（元陸地測量

部第三課課長陸軍中佐）という編成で発足し

ました。武藤氏の所長就任は昭和 20 年 12

月のことです。昭和 23 年 1 月になって渡辺

光氏が武藤所長の招きで企画課長に就任し

ています。 

終戦直後、進駐軍将校による陸地測量部

の視察が行われました。この時に疎開先に

只一人同行された渡辺参謀の並々ならぬご

苦心の程は、信濃毎日新聞の記事でご承知

のことと思います。この時にも岩沢国土局

長が現地に手配をして便宜を図るよう様々

な配慮をされ、側面から渡辺参謀を援助さ

れたと伺っております。 

 
Ⅶ 外邦図の国内搬出に関連して 
 
外邦図は、内邦図とともに終戦後国内に

搬出頒布されました。外邦図研究会による

追跡調査で明らかにされたように、特に參

謀本部に所蔵されていた外邦図は、資源科

学研究所、東京帝国大学、東北帝国大学（何

れも当時）等に搬出されました。昭和 20 年

9 月当時、地図類に関する残務整理に当っ

ておられたのが渡辺正参謀でした。資源科

学研究所所員で東京帝国大学理学部助教授

であった多田文男氏は前記兵要地理調査研

究会の一員およびそれに先立って組織され

た委員会の委員であり、東京帝国大学理学

部助手であった木内信藏氏もまた研究会の

一員でした（渡辺氏資料 1～5）。また、東北

帝国大学の田中館秀三教授は、厚木で進駐

軍の先遣隊代表アイケルバーガー中将と日

本軍代表有末精三中将が会見したときに通

訳を務められた方でした（岡本次郎：地理

学教室創立の年、東北大学理学部地理学教室

開設 50 周年記念誌、1995 年 6 月、東北大学

理学部地理学教室同窓会発行）。參謀本部か

らの地図搬出が順調に行われたのは、以上

のような參謀本部と地理学者との緊密な人

的交流、特に兵要地理調査研究会の存在が

あった故と理解されます。 

私事ですが、昭和 28 年に私が東北大学を

卒業して建設省地理調査所地図部企画課に

採用されたときの直属上司が、所長武藤勝

彦、地図部長渡辺光、企画課長補佐中野尊

正の方々でした。これも不思議な因縁で結

ばれたものと感慨無量なものがあります。 

以上で私の報告を終ります。ありがとう

ございました。 



3-2 私と外邦図  

三井嘉都夫（法政大学名誉教授） 
 

 
Ⅰ 私と資源科学研究所、法政大学、多

田文男先生、田中舘秀三先生との関係 
 
私は 1941（昭和 16）年、法政大学高等師

範部に入学しました。私の所属した高等師

範部というのは夜学でありまして、地理・

歴史科として設立されましたのは 1937（昭

和 12）年でありますから、私が第 5期生と

して入学しましたのはちょうど日米戦争の

始まった年であります。地理学科は当時東

大の地理学科の多田文男助教授を始め秋岡

武次郎、渡辺光、岡山俊雄、新井浩といっ

た先生方が兼任教授として教鞭をとって下

さいました。ここで私は先ず最初に多田先

生と出会うことになりました。戦争中は学

業年数も短縮され、本来なら3年間1944（昭

和19）年 3月に卒業すべきところ短縮され、

1943（昭和 18）年 9月卒業となりました。 

ところで資源科学研究所と申しますのは、

1941（昭和16）年12月8日の開戦記念日に、

当時文部省の直属の研究所として青山の高

樹町という所に設立されました。瀟洒な建

物で、部門は地理、地質、動物、植物、人

類といった分野でありました。私は、法政

大学は夜学ですので昼間仕事が出来るとい

うことで何処か良い所が無いものかと探し

ていましたら、ちょうど多田文男先生（先

生は資源科学研究所員として東大との兼務

で地理部門の主任として勤務しておられま

した）が、誰か資源科学研究所の雇員にな

られないかと誘われ、1942（昭和 17）年に

私は資源研に入所致しました。同年 12 月 8

日の一周年記念式典の壮大に実施されまし

たのも昨日の様に記憶しております。とこ

ろが戦況が厳しくなり、1945（昭和 20）年

5 月には、高樹町の資源研は空襲で焼かれ

てしまいました。私は、1944（昭和 19）年

6月、1日教育招集という名のもとで名古屋

へ参り、庄内川のほとりにある部隊で 2ヶ

月間無線の教育を受け、その年 8月から翌

1945（昭和 20）年終戦を迎えるまで知多半

島の太田川のほとりにある横須賀で無線兵

として勤務し、その年の 9月末に復員し、

一旦郷里の富士市の実家に帰り、多田先生

の呼び出しにより上京し、東京では住む所

が無いので多田先生のお宅に御厄介になる

ことになりました。まさに住うに家無く、

食べるに米無く、着るに着物なしの時代に

本当に多田先生には御厄介になったと恐縮

の気持ちでいっぱいです。その多田先生も

1978 年 3 月 15 日に亡くなられましたが。 

さて外邦図に係りのある資源科学研究所

は、焼野原の新宿区百人町にあった旧陸軍

の技術研究所跡の建物を一つ受け、但し、

設立が開戦の 1941（昭和 16）年 12 月 8 日

であり、軍に協力したとして、GHQ の指図

で文部省の直属から離され、助成金でやっ

ていく事となったのであります。そして

1971（昭和 46）年 3 月を以って、最早戦後

は終ったという名のもとに閉鎖されました。

しかしその活動の状況は、1943（昭和 18）

年 3月に出版された資源科学研究所彙報第
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1 号から 1971（昭和 46）年第 75 号（終刊号）

までの研究報告その他の活動成果からも資

源科学研究所の実態を良く知ることが出来

ようかと思います。まさしく研究員の月給

は世の人の半額程度で苦しい生活を強いら

れて来ました。しかし研究員同志は親しく、

よく勉強致しました。少し余分な事かとも

思いますが、私のように居候している者は

別として、家の無い人は研究室に寝起きし

ていた者が多かったのであります。私も多

田先生の家から失礼した後は研究室の一部

に住み且研究を進めていたこともあります。

他人事で恐縮ですが、地理学研究室の某研

究員などは結婚しても住う家無く、地理学

研究室の大きな地図台の上で奥様と休み、

私等が朝早くその部屋に入ろうとするとま

だ二人は休んでいるような時もありました。

しかしその後、研究所の屋敷内に焼け残っ

た旧将校さんのバラックに既婚者 4世帯（1

世帯小さな 1 部屋）入れて貰う事が出来ま

した。私も結婚したのでその一部屋を借り

る事になりました。この点は後にも申しま

すが、いわゆる外邦図の監視には都合良か

ったとも考えられます。 

さて法政大学文学部地理学科は、1947（昭

和 22）年旧制の大学令に基づく学科として

誕生し、夜間のみの授業が開かれました。

教授は野口保市郎教授、多田文男教授、岡

山俊雄教授、新井浩教授、兼任教授として

渡辺光先生等が居られました。私はこの段

階で又多田先生に御厄介になり、指導教授

をもお願いした次第であります。翌 1948

（昭和 23）年には別紙記載の田中館教授が

法政に迎えられ地理学科の主任教授となら

れました。 

私等は主として田中館教授からは陸水学

などに関する講義をとくと承りました。と

ころで私は 1950（昭和 25）年卒業するや地

理学科の研究助手に採用され、昼は資源科

学研究所、夜は法政大学と一人二役の勤務

を続けていました。田中館先生と、いわゆ

る外邦図の件についての話などは無かった

が、地図の重要性は何時も強調されており

ました。東北大学に移送された外邦図の移

送に関しても田中館先生も力を入れておら

れたと浅井先生の書き物やその他の方々の

報告からもわかりますが、なる程と理解さ

れるような気が致します。しかし田中館先

生は 1949（昭和 24）年 6月病を得て新宿区

新大久保の山手病院に入院され、1951（昭

和 26）年 1 月 29 日遂に逝去されてしまい

ました。享年 66 歳でした。 

 
Ⅱ 私と外邦図の関係 
 
さて、資源科学研究所内の外邦図の整理、

分配等に関しましては、浅井辰郎先生、中

野尊正先生が詳細に書かれておりますので

１）、復員して帰って来た私は、多田文男先

生のすすめにより市ヶ谷の旧陸軍参謀本部

（現自衛隊市ヶ谷駐屯地）内に保管されてい

た外邦図の運搬移送についてその一端を聊

か記してみたいと思います。浅井、中野先

生も書かれておりますように、多田先生か

らの話では、渡辺少佐から市ヶ谷の参謀本

部の地下室にある地図を学術研究の為に使

ってほしいので持ち出してはとの事であり

ました。先にも述べました様に私は復員し

て上京し、多田先生宅に御厄介になり、新

宿区大久保百人町の資源科学研究所に復職

し、まだ纏まった仕事の明確にならない時

でありましたので地図蒐集も面白かろうと
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思っておりました。早速参謀本部の地下室

に入ってみますと、あるやある世界の地図

と日本の地形図類が夫々の棚の上に乗って

いるのには驚いた次第であります。このよ

うな地図をどのように分類し、どのように

して運んだらよろしいかと最初迷いました。

同じ図だけを沢山持ち出しても意味ないの

で先ず必要な地図を 10 部ずつ別々に集積

して、後日運び出す事にしました。地図は

面白いので分類中に地図を読んだりしてい

ると時間がかかること大変なものでした。

特に沖縄の 2万 5千分の 1地形図、空中写

真の原図の様な物まで出て来て、聊か感心

した事なども忘れ難い思い出です。参謀本

部での分類にどの位の時間をかけたかは忘

れてしまいましたが、浅井先生も書かれて

おります様に仕分けは出来たものの大量の

地図を運び込むスペースが無い。新資源科

学研究所に決まるまで、最初は大妻女子大

学の倉庫に入れていただいたが、車が無い

ので肩に担いで毎日日参しました。なお長

く借りておくわけにも行かないので、次に、

明治大学の倉庫を借りて保管するようにな

りました。この時は大八車を使って運び込

んだ事も忘れ難い思い出となっております。

大久保百人町の資源研は、米兵が毎日監視

役の様に 2～3 人来ていましたのでなかな

か地図を運び込む段取りが難しかったので

あります。いよいよ資源研の地下室に集積

するまでには、焼け野原に建てられたバラ

ック小屋、金子材木店の一部に入れていた

だく事もお願いした次第です。とにかく資

源科学研究所へ決まるまでには 3～4 回

転々としたわけでございます。 

資源科学研究所におさまるまでにはかな

りの時間を要し、終戦の翌年位まではかか

ったと思い出されます。浅井先生も書かれ

ております通り、資源科学研究所に運び込

まれた膨大な地図は、一部は 2階の廊下に

ある天井まで届く大戸棚に詰まっていまし

たが、大部分は半地下室に埃をかぶったま

まになっているという状況でありました。

この半地下室には先にも述べました様に何

人かの研究員が寝起きしていたという状況

でありました。浅井先生が 1948（昭和 23）

年資源研に就職し、この地図に眼をつけら

れ、本格的整理が始められたのは 1959（昭

和 34）年からでありました。浅井先生は法

政大学の地理学科の学生をアルバイターと

して頼み、膨大な全地図から 1枚 1枚を抜

き出して国別、縮尺別、図番号別に集める

という作業に入り、その最も多く集まった

ものを Aセット（15,857 枚）、次に多いもの

を B セット（10,338 枚）というようにして

Tセットまで計 20 組を作られました。これ

らの整理に尽力された当時学生であった飯

田貞夫君（現茨城キリスト教大学教授）、松

永澄江（現姓安岡）さん達の御努力には言

葉に尽くしきれないものがあります。今で

も飯田君はお目にかかると当時アルバイト

していた時代の話をよくされます。 

さてこれらの地図は浅井先生も書いてお

られますように、最初アメリカの目を恐れ

て隠匿されつづけましたが、1951（昭和 26）

年に「サンフランシスコ平和条約が締結さ

れたので、もうそろそろ動かしてもよろし

かろう」という多田先生の御意見で、最初

整理に着手されましたのは、1953（昭和 28）

年頃、私やアルバイトの学生等の手で、国

別、縮尺別に一部が整理され、大部分は未

着手でありました。先にも述べました様に

本格的整理に入りましたのは「立教大学ア
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ジア地域研究施設」が 1959（昭和 34）年に

出来、地図を購入して下さることになって

始まったものであります。 

斯様にして大量の地図はその後「お茶の

水女子大学への移管」と題して浅井先生が

書かれているのもその通りであります。な

お B セットの 10,338 枚は 1971（昭和 46）

年～1976（昭和 51）年にかけて京都大学東

南アジア研究センターに納入されましたと

浅井先生は申されております。なお C以下

の各セットは、地域を一部限定された機関

もありましたが、C が立教大学アジア地域

研究施設、Dが広島大学地理、Eは東京大学

地理、F は京都大学地理、他にドイツのル

ール大学、中国研究所、大阪大学（複写フ

イルム）、筑波大学、熊本大学など多くの研

究機関に納入され、L 以下の一部は資源科

学研究所の地理関係者にも贈られ、後の僅

かな残りは浅井先生宅に保管して今も頒布

中であると先生は申されています。以上 6

万 5000 枚から 10 万枚近い地図が分配され

ているといえましょう。 

 
注 

 

1）中野尊正（1990）『山河遙かに』私家版，

16 頁．浅井辰郎（1999）「琉球諸島の地形

図はどんな経緯でお茶の水女子大学に入

ったか」清水靖夫・浅井辰郎・小林茂・安

里進『大正・昭和 琉球諸島地形図集成・

解題』柏書房,23-26 頁． 
 
 



3-3 外邦図と私とのかかわり 
中野尊正（東京都立大学名誉教授） 

 
 
［編集者のまえがき］ 
 
以下は、中野尊正先生（東京都立大学名

誉教授）に対し、その外邦図とのかかわり

についておたずねしたところ、お書きくだ

さったコメントをまとめたものである。 

すでに中野先生は、その著書『山河遙か

に』（私家版、1990）で、終戦直後参謀本部

から外邦図の運び出し作業に従事したこと

を書いておられる（16 頁）。この記述は、

田村俊和「地図を生かす：公開された旧軍

用地図を例に」（東北地区大学放送公開講座

テキスト委員会編『東北大学の宝物：総合学

術博物館への招待』東北大学教育学部付属大

学教育開放センター、1998 年、94-102 頁）、

さらには浅井辰郎「琉球諸島の地形図はど

んな経緯でお茶の水女子大学に入ったか」

（清水靖夫・浅井辰郎・小林茂・安里進『大

正・昭和琉球諸島地形図集成解題』柏書房、

1999 年、23-26 頁）に引用され、すでにひ

ろく知られるにいたっていた。ただし、上

記記載はあまりに短く、現在お茶の水女子

大などに所蔵されている外邦図の来歴を追

跡するには、上記作業の前後関係や具体的

内容について、さらに詳しい証言が必要で

あった。 

これらの点について、小林がおたずねし

たところ、中野先生からは前後 2回のメモ

をいただいた。1 回目は、2003 年 10 月 24

日付の手紙に付されたもので、主として経

過についてふれている。2回目は 2003 年 11

月 13 日で、これを補足するお手紙をいただ

いた。 

以下では、これら 3点を集成したものを

ご覧いただき、修正していただいたものを

掲載する。なお上記 3点のメモの中心は外

邦図研究会で配布されたもので、これを軸

に集成をおこなった。 

なお、中野先生は、その後『人間環境調

査余滴』（2004 年、私家版、全 78 頁）を出

版され、その末尾に「外邦図あれこれ」

（72-78 頁）を掲載されている。この文章と

かさなる点もあるが、外邦図が大妻学園に

搬入されるに至ったのは、中野先生の個人

的な知人関係によること、外邦図の利用に

関する提言など参考にすべき点がすくなく

ない。 

 
はじめに 

 
小林さんから示された課題は下記 3点な

どである。 

Ⅰ．終戦前後の状況 

Ⅱ．渡辺少佐と中野の関係 

Ⅲ．外邦図とのかかわり 

 
Ⅰ 終戦前後の状況 

 
①台湾生まれの台湾育ち、台北高校山岳

部中心の活動のなかで、部室に整備されて

いた陸測図、台湾総督府図、蕃界図は登山

その他に活用。一部、海岸地形について、
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 岩波の科学の拙論１）のように、多少、学習

的な使用（1940）。 Ⅱ 渡辺少佐との関係 

 ②大学では多田先生のアジア地誌、村田

先生の遼東半島の地形図作業など、外邦図

の周辺部ともいうべき勉強をさせられた。

就職は水路部、病気（中耳炎手術）でこれ

はダメになり、同期の魚住が水路部→予備

学生→航空参謀と活躍、山本五十六と同じ

戦闘で戦死。同じく大槻文彦２）の孫、高彦

は北支で貫通銃創で戦死。軍とか地図特に

外図の地図への関心は高かった。 

⑧大学卒時に海軍水路部、これが病気で

だめになり、資源研に拾われた。資源研助

手として勤務中、応召で高知の連隊（本籍

高知市はりま屋町）へ入隊（昭和19年5月）、

直ちに東満（虎頭、虎林、東安）に転属、

対戦車の連射砲の初等兵として訓練を受け

た。東満、東安と転戦。戦況不利とは軍隊

内では分からず、技術の幹部候補生の試験

を受け、技術ではなく兵科の幹候生（特別

甲種幹部候補生、通称特甲幹）として久留米

へ転属（昭和 19 年 10 月）。この制度は 1回

のみで、後にも先にも特甲幹といえば我々

の久留米、仙台などだけである。その頃、

東満の牡丹江に東大地質（出身）の久野（久）

さんがいた。彼は幹部候補生の試験の時（面

接口頭試問のみ）の 1 人。質問は「満州の

地下資源を問う」一問であった。遠藤さん

の本を読んでいましたので要点はもれなく

述べた。満州では連射砲、久留米では重機

関銃。このころまで渡辺少佐とは全く接点

はない。 

③地理調査所に転じてから知ったことだ

が、昭和 17 年図式で、例えば飛行場など擬

装した。世界のどの国でも行われるし、意

図的でないにもかかわらず、写真測量に中

心をおくようになって判読ミスが増えてい

る。 

④昭和 18 年ごろから、地形図の入手が困

難になった時、満州の新地形図を三部自費

で購入、その一セットは戦後、満州史の神

田信夫（明治大学）の研究のため提供、彼

は学士院賞を受けた３）（四ッ谷駅から上智大

学へ行く道路端の小林の店で購入）。 

⑤②に関連した調査の一部は公表されて

いる。例えばオルドス。昭和 18 年、現地に

入境できなかったとき、包頭で入手、一部

を抽出したものがオルドスの中国移民分布

を示す地図（原図の精度が悪いので縮小する

こと）。 

⑨久留米に転属になったころ、渡辺少佐

が私の参謀本部への転属を満州に手配され

たと理解している。この件には多田先生の

意向が反映しているとも考えている。この

点は、私が初めて渡辺少佐にお会いした戦

後 9月下旬に直接話を聞いた。 ⑥当時の民国地形図のコピーは多田先生

に頂いて、内蒙古調査に使った。等高線が

ウズ巻。文献から中国内陸の隊商ルートを

図化（三井先生の協力）。 

⑩技術ではなく、兵科に、試験も受けな

いで廻されたのは、原隊での兵科の成績が

バツグンによく、幹候生として久留米に転

属になった時、連隊の一番。ただし、引率

者はひとつ階級の上の佐藤（デビスカップ

の選手）。福岡で彼の相棒は中牟田（岩田屋

⑦内蒙古や熱河では歩測等でみずから作

図。興亜義塾 4）の学生にも短期間で訓練を

した。作品の出来栄えはバラツキがあった。 
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デパートの社長の息子）。社長宅でとってお

きの泡盛をごちそうになった。兵科一番の

成績になったのは、連射砲の砲身を一人で

かついで走ったり、砲身を支える台座搖架

を 2人でかついで走れる兵隊は当時いなか

ったことが関係する。この馬鹿力が外邦図

運び屋に活用。馬鹿も使いよう。 

⑪久留米入校後、消燈後に中隊長（小熊）

に呼ばれた。中隊長はノモンハンの敗戦隊

長の小熊少佐（戦後、週刊誌で有明海沿岸で

漁師をしているとの記事を見た）。 この席で、

このままでは日本は敗戦、情報勤務希望を

述べた。この前半には中隊長は賛成せず、

学校長にも報告したようであるが、この点

について後日、教官の一人が私に耳打ちし

てくれた。学校長は、この男は見どころが

あるので置いておけということであった。

この学校長の意見に、渡辺少佐の配転手配

が関係があったかどうかは不明。 

⑫学校卒業の時、中隊長は訓示のなかで、

中野のような人間がいるから日本は負ける

と述べた。中隊長の発言のとおり日本は負

けた。負けた後、幹候の同窓会の席、元中

隊長は君達のような人間が頑張って日本は

発展してきたと述べた。「君達のような人

間」のなかの
．．．
一人が中野
．．
である。 

昭和 20 年の 8月、小生は旅団司令部の参

謀付将校をしていたが、ここで、旅団正面

に敵前上陸の可能性ありやと特命の調査を

することになり、「なし」と断定した。この

特命は参謀本部から各地に出されたものと

考えている。 

 
Ⅲ 外邦図持ち出しとのかかわり 

⑬枕崎台風の被害と広島の被爆のため

（九州からの）復員はおくれ、帰京したの

は 9 月末か 10 月はじめ（正式には 10 月 1

日復員復職）。翌朝、帰任のあいさつと今後

の仕事の指示を仰ぐため、井之頭線で多田

先生のお宅へ伺った。 

⑭多田先生は、参謀本部の渡辺少佐のと

ころに出向いて、地図の運び出しをしてく

れと指示された。そこで、渡辺少佐に生ま

れて初めてお目にかかった。上述⑨の渡辺

少佐の影はいよいよはっきりしてきた。 

初対面の渡辺少佐は、「中野君ですか。参

謀本部への転属の手配をしたが、すでに久

留米に出発していて実現できなかった」と

いわれた。これで、信濃毎日５）の記事に私

の名が記されている理由が判明した。 

⑮案内された倉庫で 10 枚+1 枚（中野の

分）を各図について、別に集積した。明治

大学にも少しあるのでそれも運び出して良

いといわれた。市ヶ谷の作業を終えた後、

明治大学の正門を入って本館の左側の事務

室の前の廊下を少し左に進み、階段を下り

たところの倉庫、大学の事務員が案内して

くれた。この事務員は特命を受けている管

理職のように思った。ここの作業は量も少

なく、すぐに終了した。 

⑯選別作業は市ヶ谷と明大で1週間か10

日位だったと思う。作業中他人が出入りす

る事はなく、私 1 人で、6 トントラック平

積み 1台分をさばいた。明治には渡辺（操）、

岡山（俊雄）両先生がおられ、よく存じ上

げていたが、渡辺先生はまだ復員されてい

なかったかもしれない。岡山先生にはこの

作業の帰途、四ツ谷駅下り急行ホームでパ

ッタリお会いした。地図の件は何も話さな

かった。  

⑰選別した地図の運搬先がない。資源研
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（百人町）はまだ使えないらしかったと今

は考えている。どこかあてはないかと多田

先生。運び屋でも不動産屋でもないのでさ

すが力持ちの私も困った。はたと気付いた

のは市ヶ谷とお茶の水の双方に近い大妻学

園（女子校）はどうかと多田先生に相談し

て許可を頂いた。中野は女子校のことをよ

く知っているなどとからかわないで下さい。

この秘密はいずれ書きますので…生きてい

ればの話です。 

大妻は短期間ならということでしたが、

半地下の窓ガラスも割れている部屋へ、私

1 人で運び込んだ。この体力は軍隊で鍛え

られたものである。この席を借りて渡辺少

佐殿に厚くお礼申し上げます。しかし、こ

んな力仕事をしていたのでは学究らしい生

活は無理、気がついたら渡辺少佐肝入の地

理調査所でGHQ指令作業の80万分の1土地

利用図の編集を 1年契約でしていた。 

⑱しばらくして、昭和 20 年 11 月末ごろ

大妻から復旧工事をするので、地図を撤去

してくれと連絡があった。多田先生に相談

すると、関戸さん（文部省）の住宅が借用

できるというので、再び「苦力（クーリー）」

になり、世田谷の関戸さん宅に運んだ。冬

枯れのはじめのころのことである。 

ところが関戸さんが弘前大学に転出する

ので、また運び出さなければならなくなっ

た。このときには私は地理調査所の委託で

土地利用図の作成に関係する事務的手続き

のため協力できず、復員して資源研（百人

町）におられた三井（嘉都夫）先生の出番

となった。かくして外邦図劇は第 2幕がは

じまった。 

⑲運び出した地図が明治大学の図書館と

か地理研究室にないのはどうしたことだろ

うか。今でも分からない。 

⑳外邦図と私のかかわりの 95％は運び

屋、5％以下が調査。 

 
注 

 

1）中野尊正（1940）「狭窄セル河口」科学（岩

波書店）10（6）、10 頁。 

2）「言海」の著者。1872（明治 5）年文部省

に出仕し、英和辞書の編集にあたり、師範

学校の校長を務める一方で、イギリスのウ

エブスターの辞書にならい「言海」を編集

していった。各語の発音、語の類別や語

減・語釈・出典などを記したこの辞書は、

1891（明治 24）年に刊行され、広く用いら

れた。 

3）［中野注］外邦図の効用の例として、神田

信夫の学士院賞の正式題目は（受賞：昭和

32年）、「満文老档文編第一巻太祖1及び第

二巻太祖 2」の共同研究。彼は東大東洋史

卒。小生の後輩（台北高校）。2003（平成

15）年 12 月 30 日死去（享年 82 歳）。彼の

父親は京都博物館長をつとめた神田喜一

郎（台北帝大の東洋史教授）で、この人も

知っています。 

4）文化工作要員養成の為に蒙古善隣協会に

よって 1939（昭和 14）年に創設された。 

5）「続占領下の空白、『地理調査所』物語」

信濃毎日新聞連載（1995 年 12 月 23 日～

1996 年 2 月 14 日、全 30 回）のうち、第 5

回（1995 年 12 月 29 日）。ここで、中野先

生は終戦直前に参謀本部で開かれた「本土

作戦研究委員会」（兵要地理調査研究会）

に、辻村太郎ほか地理学者とともに参加し

ていたとされる。 



3-4 兵要地誌類作成過程に関する一研究： 
関東軍をとりあげて 

  源 昌久（淑徳大） 
 

Ⅰ 序 

 

本稿は，関東軍（関係組織を含む）によ

り作成（調製）された兵要地誌，兵要地誌

調査資料および兵要地誌報告などの兵要地

誌類がどのような調査要領・マニュアルを

根拠にして成立しているかをトレースし，

明らかにするための，基礎的資料を提供す

ることを目的としている．これまで筆者は，

若干，兵要地誌類に関する調査マニュアル

について言及してきた（源 2000:38，源

2002:224）．今回は，調査の範囲を関東軍に

限定し研究を試みた． 

なお，本稿は，外邦図科研研究会（於駒

沢大学，2003 年 11 月 9日）において口頭発

表した内容を本誌『外邦図研究ニューズレ

ター』の執筆要領（紙数制限）に従い，ま

とめた要旨である．口頭発表した後，筆者

は，その内容に新たな資料を加え，訂正を

施し，「関東軍の兵要地誌類作成過程に関す

る一考察：書誌学的研究」（「紀要論文」と

以下，略す）を作成した１）． 

  
Ⅱ 関東軍における兵要地誌類の作成組

織 

 

 関東軍における兵要地誌類の作成（編纂）

にかかわった組織についてのべてみたい． 

 『関東軍兵要地誌資料調査規程』（関東軍

司令部 1936（昭和 11）年 2月）第一総則 三

に「調査ハ軍司令部，軍司令官隷下部隊，

同特務機関並軍政部顧問部之ヲ担任ス調査

要目ニ応スル担任区分附表ノ如シ」（関東軍

司令部 1936:2）と記され，附表（「兵要地誌

的作戦準備ニ担任区分表」）には担任区分と

して「資料ノ蒐集整理」「地誌編纂」があげ

られている．つまり，本規程により，兵要

地誌類の調査・作成に携わるシステムとし

て関東軍司令部，隷下部隊，特務機関，軍

政部顧問部（筆者は軍政部顧問部を軍部外機

関と「紀要論文」では見なしている）の 4つ

のグループが存在していたことが判明した． 

 
Ⅲ 兵要地誌類の調査マニュアルおよ

び報告様式 

 

本節の目的は，関東軍がどのような規程，

調査要領（調査マニュアル）などの根拠に

もとづいて兵要地誌類を調製（作成）して

いたのかをトレースし，解明することであ

る．ここでのべる諸規程等は筆者の管見の

範囲であり，これら以外の規則が今後，さ

らに明らかされることであろう． 

関東軍司令部『昭和十三年度 関東軍兵

要地誌調査計画』（昭和 13（1938）年 2月 22

日），関東軍参謀部『関東軍兵要地誌調査参

考書』（昭和 11（1936）年 6月 1日）および

Ⅱでもとりあげた『関東軍兵要地誌資料調

査規程』（関東軍司令部 1936（昭和 11）年 2

月）の 3資料を見出した． 

 
Ⅳ 関東軍参謀部作成の兵要地誌資料目

録（月報）の検討 
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表 1 関東軍参謀部作成の兵要地誌資料目録（月報）のデータに関する集計表 

Ｎｏ． 対象地域 部隊作成点数
特務機関
　　作成点数

満鉄（関連機関）
     作成点数
         （　）注１

その他の機関
　　作成点数

合計点数

1 ソ領・外蒙古 50 66
５
（３）

12 133

2 満州 35 0
２０
（２０）

82 137

3 ソ領・外蒙古 49 85
１６
（９）

39 189

4 満州 26 0
２３
（２２）

53 102

5 ソ領・外蒙古 61 91
７
（３）

9 168

6 満州 24 0
１３
（１３）

50 87

7 ソ領・外蒙古 37 59
４
（２）

6 106

8 満州 41 0
１６
（１４）

72 129

9 ソ領・外蒙古 25 91
０
（０）

9 125

10 満州 31 0
１９
（１７）

59 109

11 ソ領・外蒙古 29 85
１
（０）

2 117

12 満州 32 0
２０
（２０）

49 101

13 ソ領・外蒙古

14 満州

15（1） 満州 56 0
２２
（２２）

78 156

15（2） ソ領・外蒙古 17 89
１１
（６）

23 140

（総計） 513 566
１７７
（１５１）

543 1799

（比率） 28.5%　注２ 31.5% 9.8% 30.2% 100%

 
  注 1：上記点数の内、（軍用）資源を主題としている資料数. 

注 2：総計 1799 点中の比率.％値は小数点第２位を四捨五入 

(2003 年 12 月作成．改訂版） 

（1）兵要地誌資料目録のリスト 

 関東軍参謀部が作成した兵要地誌資料目

録（月報）15 点（内，2点は標題紙のみ）を

時系列に配列し，リスト化を試みた（文献

リストは「紀要論文」に収録してある）． 

 
（2）兵要地誌資料目録（月報）のリストの

分析 

 前述（1）で作成したリスト中のデータの

集計結果を表 1関東軍参謀部作成の兵要地

誌資料目録（月報）のデータに関する集計

表に示す． 

本表およびⅣの（1）に記載した兵要地誌

資料目録（月報）のリストを検討すると，

つぎのようなことが推定される． 

1．ソ領・外蒙古を対象地域としている兵

要地誌資料目録月報一点当りの採録対

象資料点数の平均は，約 140 点（小数
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2．『凍結期ニ於ケル補備調査 東安―永

安間迂回路調査資料』（満洲東北部兵要

地誌資料） 

点第 1 位を四捨五入）である．満洲を

対象地域としている兵要地誌資料目録

月報一点当りの採録対象資料点数の平

均は，約 111 点（小数点第 1位を四捨五

入）である． 

注 

 

2．満洲を対象地域としている兵要地誌

資料類では特務機関が作成したもの

が見当たらない． 

1）「紀要論文」は『淑徳大学社会学研究紀要』 

第 38 号（2004 年 3 月発行）に掲載（予定）

である． 

 3．満鉄および満鉄関連機関が作成した

兵要地誌資料類の総計 177 点中，151

点の主題は（軍用）資源に関するもの

である． 

文献 

 

防衛研究所図書館の請求記号を付す際，

「C.N.」と以下，略す．なお，アジア歴史資

料センター（「JACAR」と以下，略す）のデー

タ・ベースを利用した資（史）料はレファレ

ンス・コードを記載した．本稿は，JACAR の

画像からなる資料を同定識別する際，画像番

号ではなく後日，資料に捺印されたノンブル

を採用し，「（ノンブル ○○○○）」と記述

した． 

4．刊行された兵要地誌資料類の作成者

は，特務機関が 31.5%，関東軍隷下の

部隊が 28.5%，満鉄および満鉄関連機

関が 9.8%であり，三者で作成者数全

体の約 7割を占めている． 
  

Ⅴ 隷下部隊作成の兵要地誌類の検討 

 

 本節では結語にかえて，兵要地誌類の記

述方式がⅢで紹介したマニュアル類といか

に関連しているかを検討した．Ⅳでとりあ

げた兵要地誌資料目録（月報）（二次資料）

中に採録されている資料総計 1,799 点のう

ち，8 点の原資料（一次資料）を見出した

（2003年 11月現在）．リスト中のNo.8の三.

満洲西部に記載されている 2 点．No.15-1

の一の 1.東部に記載されている 6点．計 8

点である．作成者（調製者）は全て隷下部

隊である．以下の 2点について検討を加え

た． 

 

関東軍参謀部 1936.『関東軍兵要地誌調査

参考書』（C.N. 陸軍省 陸満密大日記

S11~8）＜JACAR（Rec.C20010031672）ノン

ブル 0506-0610＞ 

関東軍参謀部 1938.『乾燥期ニ於ケル特別

調査 林東街－西烏珠穆泌王府間 林東

街－崑都街－魯北間 兵要地誌調査報告』

（満洲西部察哈何爾省境地方兵要地誌資

料）＜JACAR（Rec.C20010034262）ノンブ

ル 1405-1519＞）（「『陸満密大日記』に所収） 

関東軍司令部 1936. 『関東軍兵要地誌資料

調査規程』（C.N.陸軍省 陸満密大日記

S11~4）＜JACAR（Rec.C20010031131）ノン

ブル 0652-0661＞ 

1.『乾燥期ニ於ケル特別調査 林東街－

西烏珠穆泌
ママ

王府間 林東街－崑都街－

魯北間 兵要地誌調査報告』（満洲西部

察哈何爾省境地方兵要地誌資料） 関東軍司令部 1938. 『昭和十三年度 関東
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軍 兵 要 地 誌 調 査 計 画 書 』 ＜ JACAR

（Rec.C20010027230）ノンブル 1254-1361

＞）（『陸満機密大日記』に所収） 

関東軍司令部 1940.『凍結期ニ於ケル補備

調査 東安―永安間迂回路調査資料』（満

洲 東 北 部 兵 要 地 誌 資 料 ） ＜ JACAR

（Rec.C20010035839）ノンブル 0552-0565

＞）（『陸満密大日記』に所収） 

源 昌久 2000.わが国の兵要地誌に関する

一研究：書誌学的研究.空間・社会・地理

思想 5:37-61. 

源 昌久 2002.石井（七三一）部隊と兵要

地誌に関する一考察：書誌学的研究.淑徳

大学社会学部研究紀要.36:209-226. 

  



3-5 第二次世界大戦中の機密図誌（海図・航空図）（1） 

坂戸直輝（元海上保安庁水路部） 

 

[編集者のまえがき] 

 

以下は坂戸直輝氏の第 4 回研究会にお

ける発表の記録である。2003 年 11 月 9

日の発表のあと、坂戸氏にはこのニュー

ズレターに掲載する原稿の執筆をお願い

していた。しかし同氏は、以後怪我のた

め玉川病院に入院され、執筆が困難にな

った。このため急きょ講演記録のかたち

で原稿を準備することにし、録音テープ

を学生アルバイトによって書き起こし、

これを今井健三氏（日本水路協会）に訂

正していただいた。これをもとに小林が

さらに見出しなどをくわえ、さらに坂戸

氏・今井氏にご覧いただき、掲載するこ

ととした。なお、坂戸氏は玉川病院退院

後は自宅で療養されているところである。 

 発表に際して坂戸氏は、①A4 版全 3 枚

の要旨にくわえ、②A4 版 2 枚の『日本水

路史』（海上保安庁水路部、1971 年、224-227, 

300 頁）からの抜粋、③A3 版 1 枚の水路

部の地図、さらに④A3 版 14 枚＋A4 版 1

枚の『普通水路圖誌目録』・『急速覆版海

圖目録』・『祕密水路圖誌目録』・『祕密航

空圖誌目録』からの抜粋からなる資料を

配付されたほか、各種の海図・航空図の

実物も今井健三氏・上林孝史氏（海上保

安庁海洋情報部）の協力を得てご持参く

ださった。 

またこの発表では、当初の予定の内容

の半分をカバーしているにすぎず、再度

坂戸氏のご発表を期待している。 

 

はじめに 

 

私、先ほどご紹介に預かりました坂戸

直輝です。戦前から戦中戦後、水路部に

ずっとおりまして、文官だったために海

上保安庁に水路部が移行して以後も勤務

をつづけ、定年（1977 年）までおりまし

た。最後の 7 年間は、海上保安学校（舞

鶴）の水路教官室、室長を 3 年やって、

それから第九管区（新潟）の水路部長を

4 年やりまして退官しました。それから

（財）日本水路協会に 7 年おりまして、

現在の会社（国土地図株式会社）では、

やはり海の方の仕事をずっとやっており

ました。 

いろいろ、その間に見聞きしているこ

と、あるいは私が勉強したことを体験的

にお話したほうがいいと思っております。

今までそういう話を私は何回か講演した

ことがあります１）が、秘密図誌の話をす

ることは初めてです。いろんな資料があ

りますので、まず資料の確認から行いま

す。 

 

水路部の位置 

 

 最初のほうは、私が説明する要旨（A4

版全 3 枚）ですが、つぎの大きい図面（図

1）が水路部を示す地図です。こういう形
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のときに戦災を受けたわけです。北にみ

える千代橋は今の魚河岸（中央卸売市場）

の通りでこのままです。築地病院と書い

てあるのは、現在は国立がんセンターで

す。河川と書いてあるのは、高速道路に

なっています。 

ここで大事なのは、この右下のところ

に経緯度基点標とあることです。これは

魚河岸の正面入口のロータリーのところ

にあたります。道路交差点の中央にあっ

たんです。それで、今は朝日新聞社の敷

地になっていますが、そこにこの経緯度

基点標という銘板がありました。つまり

地理的位置に間違いなくあったわけです。 

最初に海軍の観象台から天文台に移

って、それから経緯度は東京天文台の測

定値を用いていましたが、大正 4 年～6

年水路部天測室で精測をおこない、従前

の経度に 10 秒余の誤差があることを発

見しました。その天測室の元の位置がこ

こだということです。それがなんらかの

拍子で壊されちゃったんです。この経緯

度基点の銘板だけでも今の朝日新聞社の

ところにあればいいのだけども、現在は

水路部の中の業務資料館にあります。こ

れは是非今日来ておられる方だけでも知

っていただかなければと思って、この図

をつかって説明いたしました。 

 

図誌目録 

 

その次が図誌目録です。まずはじめは、

『普通水路圖誌目録』（水路部、昭和 19

年 5 月刊）の表紙と中表紙のコピーです。

その次に、どういう区域の図をインデッ

クスではどう配列しているかという、索

引図の一覧表があります。 

この図誌目録はちょっと面白い。終戦

直前に作ったもので、合冊になってるん

です。それで、普通の人だと分からない

んですけど、一冊の中に「急速覆版海圖

目録」（急速覆版海圖については後述）と

いう目録があるんです。その目録が大事

なんですが、世界中の海図を出してるわ

けです。急速覆版海圖というのは全部写

真版です。だいたい 1,960 版ぐらいあり

ます。ここにどういう区域の海図を出し

ていたかということが書いてあります。

その次にその区域はどうだったか。索引

圖第 1 をご覧になると、遠くアメリカの

方まで出していたということが、お分か

りになっていただけるんじゃないかと思

います。 

 

祕密水路圖誌目録 

 

さらに次の資料が大事です。特別に持

って来たもので、実物です。『祕密水路圖

誌目録』（水路部、昭和 19 年 5 月刊行）と

いいます。要旨にどういう分類になって

るか詳しく書いてきました。その全部を

コピーする訳にいかないので、「Ⅰ軍機海

圖、軍極祕海圖及祕海圖番号索引」とい

う部分、つまりどのような海域の図が出

ているかという目次と索引図の一覧表を

コピーしました。どういうところの海図

が出ているかお分かりになると思います。 

それから、その目次に対する索引図の

コピーをとりました。索引図は、ご面倒

でも右左を貼っていただくと、全貌が分

かると思います。これは日本からずいぶ

ん遠いところまで出していたことがお分
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かりになると思います。この種の海図は

だいたい 500 版出ていました。あとでそ

の話をいたします。 

それから一番はじめにお断りしなけ

ればならなかったのですが、昭和 19 年当

時の水路図誌、航空図誌の話に関連して、

用語の解説をしておきたいと存じます。

「図誌」というのは、さきほど兵要地誌

のお話を源先生がされたように、海図と

の関係で大きな意義をもつ水路誌なので

すね。図と誌は表裏一体で、セーフティ

ナビゲーションというか安全な航海のた

めには、水路誌にはなくてはならない内

容の説明が書いてあるわけです。日本は

もちろん、外国地域なんかものすごく詳

しい水路誌がずーっと出てるんですね。 

 

祕密航空圖誌目録 

 

それから航空図です。秘密の航空図は

たくさん出していました。これこそ海軍

の航空隊のためにはなくてはならない図

です。この目録には、目次があるんです

けど、どういう地域の航空図があるかと

いうことを書いていません。そのため、

索引図の目次がなく、「機密航空圖索引

圖」という、索引図そのものをここに持

ってきました。配付資料にコピーがある

「機密航空圖索引圖第 1」というのは、

日本の割合に近くを示していますが、こ

れからはるか遠くの地域までの航空図が

あります。 

水路誌はだいたい 60 冊ぐらいあるの

ですが、その辺がどういう風になってい

るかということを参考に後から申し上げ

ます。それからもう一つは、海図、水路

誌の宿命として、生まれたら必ず現状を

反映しつづけねばならない。海図は昔か

ら x、y、z と時間の 4 次元の仕事を、4

次元でいくというような生命を持ってい

ます。ですから測量するときも、いつの

測量、いつの水深というのをみんな記録

しておきます。あとで水深はその時の潮

汐の潮位記録から換算して決めます。 

 

秘密の海図、航空図のサンプル 

 

 次の機会には、どのようにこれらの図

を編集したか、詳しいことをご説明する

として、今日は航空図というのはどうい

うものか、秘密の海図というのはどうい

うものかという、サンプルを持ってきま

した。いずれにしても図の周囲に赤い帯

が入っているから普通の海図との区別が

わかるということと、番号が一枚一枚ナ

ンバリングしてあり、それをもとにどの

図がどの配布先にいってるか、というこ

とが記録できるようになっています。 

海図ができたあとは、水路通報という

もので水路の現状を通報するということ

を非常に詳しくやっています。一週間に

一回、水路通報を出します。あとでまた

詳しくご説明しますけども、敗戦処理の

ところに GHQ の命令で水路通報を 200 冊

提出するようにということが出てきます。

海図と水路誌と水路通報の三つで、水路

に関する情報を利用者に伝えます。これ

は今の電子海図になっても変わらないん

じゃないかと思います。 

 

図と図誌 
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水路部の名称 

 

資料の説明は以上でおわり、本題に入

ります。まず水路部の名称の変遷という

のは、要旨の 2 枚目に書いてあります。

水路部はずっと水路部という名称できて

いたのですが、水路寮という名称の時代

もありました。海軍水路部というのも 2

年ばかり使ったことがあります。結局、

いわゆる艦船だけの、軍隊だけの海図を

作っているんじゃないということで、海

軍という言葉を取って、ずーっと終戦ま

で水路部という名前でした。終戦後海上

保安庁に入ったことがあって、それで水

路局、それから水路部になりました。で

も、残念なことに平成 14 年に海上保安庁

海洋情報部と改称されました。こういう

普通名詞的なことがいいのかどうかわか

りませんけど、私自身は長くいたので固

有名詞の水路部が懐かしいと思います。

ここでは古い話をするので水路部という

ことでいきます。 

 

水路部の組織 

 

それから、要旨 2 番目の水路部の部制

組織というところにうつります。これは、

戦争突入で相当大きくなった時代の組織

のことを書いてあります。当時、第一課、

第二課という名称を用いており、参謀本

部の陸地測量部も第一課、第二課という

ようなことで、名前だけでは業務内容が

わからないので、ここに書いておきます。

第一部第一課では、海図や航空図の編集

を全部やっていたわけです。それで、同

じ第一部の第二課で製版印刷をやってい

ました。第二部（第三課～第五課）は観

測の方です。それから、第三部の第六課・

第七課はあとで海軍気象部に移行します。

それが水路部の中にあって、随分人数が

多かったのです。しかし終戦の直前には

海軍気象部ができ、ちょっと人数が少な

くなりました。 

それからもうひとつ戦時下の部制組

織としては、上海海軍航路部が昭和 15

年 12 月にできました。これは揚子江の測

量をやるためです。中華民国の海道測量

局というのはなかなかいいチャートを作

っており、その成果は素晴らしいもので

した。国際交換でどんどん来るわけです。

みんな漢文で書いてあります。地名等縦

書きで、向こうのちゃんとした写植式の

活字で素晴らしいものでした。それがい

つの間にかなくなってしまった。つまり

終戦のどさくさの処理です。外国の大事

な資料として、存置しておけば良かった

と思います。日本の管轄の上海海軍航路

部になったら中華民国で作ったそういう

海図は見られなくなりました。当時の旧

版の何枚か写真版が水路部にあると思い

ます。揚子江の近所の部分です。今はそ

ういうのを見るよりしかたがありません。 

それから、もうひとつ南方海軍航路部

というのがスラバヤにあり、昭和 18 年に

測量部隊が行きました。ここでは海図も

作っていたし、測量・水路探索、さらに

海象観測もやっていましたけれども、戦

争が危なくなって昭和 20 年の 1 月、撤退

しました。上海海軍航路部の方は、昭和

15 年 12 月にできて、そこで終戦を迎え

たわけです。 
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水路図誌の細目 

 

要旨の次のページでは水路図誌、航空

図誌の細目にふれています。これは、昭

和 10 年に、海軍大臣名で決めたものです。

水路図誌には大きく分けると、まず祕密

水路圖誌があります。それから普通水路

圖誌です。祕密水路圖誌にでているもの

は秘密で、その細目はどれを見ても「機

密」という言葉がついています。 

祕密水路圖誌のなかに、小分類として

まず（イ）機密海圖と（ロ）機密水路書

誌があります。ついで（ハ）機密ニ属ス

假製ノ水路関係圖誌、さらに（ニ）機密

告示となります。告示というのは、通報

のことです。 

それから普通に出版されていた海図

に関連する普通水路圖誌となります。

（イ）普通海圖、（ロ）普通水路書誌、（ハ）

機密ニ属セザル假製ノ水路関係圖誌とあ

りますが、ここでひとつ取り上げたいの

は（ニ）雑用海圖です。これはもう、み

なさん年輩の方には懐かしい思い出では

ないかと思うのですけれど、雑用海図は

同じ区域について同じ原版から薄紙に印

刷したもので、安く買え、港湾修築用、

調査研究用に非常に便利でした。雑用海

図は、終戦後もまだ出していていいなと

思ったんですが、昭和 57 年にどういうわ

けか廃止になりました。 

雑用海圖の次は（ホ）水路ニ関スル普

通告知報告用紙類です。これは、船舶が

いったん航海すると、どういうような状

況で航海したかということを必ず水路部

にレポートしてくるんです。出航すると

き、その用紙をみんな持っていってもら

うわけですね。漁船でもどんな小さな船

でもどんな大きな船でも、もちろん艦隊

でもみんな持っていくわけです。それで

どういうところを航海して、どういう風

にしてきたかっていうような情報とか、

あそこの目標はどうも、この海図じゃま

ずいからこういう風に変えてもらわない

と困るとか、顕著な目標の書き方がまず

いというような、いろいろなことを書く

航海報告の用紙です。 

 

航空図誌の細目 

 

つぎの航空図誌は、水路図誌と全く同

じような分類になっています。祕密航空

圖誌の中に、（イ）機密航空圖、（ロ）機

密航空書誌、（ハ）機密ニ属ス假製ノ航空

関係圖誌、とみんな同じような名称です。

報告用紙（[ニ]航空路ニ関スル機密告示

類）も同じです。普通航空圖誌も普通水

路圖誌に対応しています。 

 

海図の区域 

 

それからもうひとつ説明しておきた

いのは、海図の区域です。海図はそうと

う昔から刊行区域というのが決まってい

るわけです。どういう区域を対象に出す

かということは、『普通水路圖誌目録』索

引圖第 1 を見ていただくとよくわかる。

ここでは第 1 区（東経 90 度～170 度、赤

道～北緯 65 度の範囲および東経 170 度～

175 度、北緯 4 度～20 度の範囲）、第 2 区

（東経 30 度～西経 70 度、南緯 60 度～北

緯 70 度の範囲、ただし第 1 区およびアメ
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リカ東岸・地中海以北をのぞく）、第 3 区

（第 1 区、第 2 区以外の区域）と分けて、

各区ではどのくらいの縮尺まで示すとか、

メートル式にするとか、やかましい規定

がありまして、そういう区域ごとに海図

を出してたわけです。先ほどのこの索引

圖第 1 を見ていただくと、世界中につい

て出していたことがわかります。 

祕密海図の刊行区域 

 

『祕密水路圖誌目録』の索引圖第 1 を

見ますと、秘密海図の刊行区域がわかり

ます。これで 500 版もある。日本領はも

ちろんですけども、ずっと南方の方から

始まって、ニューギニアの方、それから

アンダマン群島、モルディブ（図ではマ

ルダイブ）群島、東の方はギルバート諸

島、ハワイ諸島、択捉島なんかもありま

す。 

 

秘密海図と秘密航空図 

 

 つぎに秘密海図と秘密航空図についてお

話しします。『祕密水路圖誌目録』の目次

の「機密海圖」の下に、「Ⅰ軍機海圖、軍

極祕海圖及祕海圖番号索引」と書かれて

います。この場合、「軍機海圖」というの

が一番ウエートが重く、「軍極祕海圖」と

いうのがその次、「祕海圖」というのは取

り扱いが割合に楽でした。軍機と軍極祕

には海図番号のあとに小番号がついてい

て、どこになにが、例えば戦艦大和には

何号の何番がいっているか、水路部には

何号の何番がいっているか、わかるよう

になっていて、取り扱いが非常にやかま

しかったです。「祕海圖」ではそういうこ

とはありませんでした。 

国際水路局脱退と急速覆版海圖 

 

つぎに国際水路局からの脱退の話を

します。水路部は、同局創立当初の 1921

年から国際水路局に入っていたわけです。

日本が国際連盟を脱退してからも、つづ

けて加盟していたのですが、とうとうや

むを得ずに昭和 15 年に撤退したという

か、脱退したわけです。 

さきに中国の海図に関連してお話し

したように、加盟している頃は、各国の

海図は無償でどんどん交換しなくてはな

らなかったんです。しかし脱退によって、

そういう交換がとまり、全部の国から海

図がこなくなりました。漁船だとか大き

な船舶とかは、海外にいって買うことも

できるかも知れないが、それも買えなく

なった。もうシャットアウトされたわけ

です。そうすると手に入るのは、水路部

にある現品というか、今まできているも

の、確保していたもの、あとは各国公館

に当時は海軍の武官がいっていましたか

ら、そういうところからきた海図を、急

速覆版しなければならなかった。世界中

航空図については、『祕密航空圖誌目

録』の目次では細かく分かれております

けれども、実際は「祕」しかなく、水路

部の長い歴史で、祕密航空圖はこの 3 番

目の「祕航空圖」しかありませんでした。

あと、軍極祕の何々、軍機の何々という

のは航空雑圖にもあります。先ほどちょ

っとお話が出ました兵要や航空気象のが

そういうものに含まれていました。 
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のこうした海図を出さないと、航海でき

なくなったら大変だということで作った

のが急速覆版海圖です。これには 1 万台

の番号が入っています。 

ここの印刷場は格子があって、印刷し

ているところのほか、事務をやる部屋、

それから刷ったものを持ち出すときにき

ちんと数えなければならない、そういう

ことをやるような部屋が外から見えまし

た。 

これは表題だけ和文にしたものを貼

って、あともう全部原版のままです。も

し水深がはいるものなら、どんどん加え

るし、もう水路部だけでは印刷できなく

なって、民間の凸版印刷・大日本印刷・

共同印刷でも印刷しました。こうした印

刷所を示す記号が外図郭線内の右下隅に

印刷してある。それがないのは、水路部

の直営です。こういう海図が相当量あり

ます。その目録は B4 判で、217 ページも

あり、膨大な量です。まあだいたいこん

なことで図誌の刊行は終戦を迎えたわけ

です。 

それから毎週毎週水路通報というの

がでて、そういうものを切って貼らなき

ゃならない。通報や補正図などです。機

密図誌は、その取り扱いが非常にやかま

しくて、甲板士官というのがおりまして、

そこに持っていくのは任官した人じゃな

いといけない。焼却場で廃棄した紙を燃

やす場合も、燃え尽きるまでそばにいる

わけです。そういうことを、ずいぶん神

経を使ってやらなきゃならない。そうい

う点は、陸地測量部も同じでしょうけど、

やかましかったです。  

水路部の製図と印刷 印刷場には何回も仕事で行きました。

あるとき、鉛をいれて赤表紙を作ってい

る製本工の女の人を見ました。水路図と

か水路誌じゃなくて、軍令部の兵要関係

の暗号電報用の乱数表だろうと思います。

海軍がそういう秘密の印刷物を作るのに

は、水路部以外にないからです。そうい

うのを私、目の当たりに何回も見ました。

私は所属の第一課で、印刷は第二課です

けれども、ここに入るのはなかなかやか

ましかったのです。よく行きましたが、

なにか異様な感じがしました。 

 

さて終戦を迎えるとき、あるいはそれ

までに私がいろいろ経験したことをこれ

からお話していきます。水路部というの

は昭和 8 年に建てられた割にモダンな建

物で、最初から機密の海図を作る場所を

ちゃんと作ってありました。図 1の庁舎

及製図工場の一番左の方にある軍機室で

軍機の海図を作っていました。私も入っ

て、こういうところがあるのかな、と思

いました。部屋の中にまた部屋があり、

中側はそこだけ格子で囲まれていました。 時を経て、『戦艦大和の最期』という

吉田満の小説（吉田, 1952）を読んだら、

やっぱりそうだったなと思いました。戦

艦大和や武蔵のような大きい軍艦になる

と艦橋は上下二階になっているんですね。

上がやられたら下を使うわけです。吉田

そこからずうっと抜けていくと、印刷

工場があります。製版印刷というのをや

ってから流れ作業でいちばん終わりの印

刷場にやってきて、輪転機がたくさんあ

りました。 
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満は、副電測士の少尉で、東京帝大出で、

学徒で入ったらしいのですが、主要な地

位にいたので、海図のこともずいぶん詳

しく書いてあります。出撃の部分では、

海図について手に取るように書いてある

のです。今お話ししたのは、この小説の

「最終処置」という小章題のところで、

ちょっと読みます。 

暗号士ヨリ暗号書ノ処置終了ヲ伝声

管ニテ届ク―――自ラノ腕ニ軍機書

類一切ヲ抱キ、艦橋暗号室ニ入リテ内

ヨリコレヲ閉ザセリ、ト 

敵ノ入手防止ニハ完璧ヲ期セル暗号

書  鉛板ヲ表紙ニ打ッテ沈降ニ万全

ヲ期シ、更ニ潮水ニアエバトケ去ル特

殊「インク」ヲ以テ印刷シ、且活字ノ

跡ヲ消ス為文字ト異ル紙型ヲ二重ニ

強ク刻印セリ シカモ暗号士、身ヲ以

テ機密ヲ保持セザルベカラズ 

私の周りに毎日毎日そういうことをやっ

ていた人がたくさんいた。文字を裏側に

してやっていたのはそれだな、という風

に思いました。 

 

水路部の空襲 

 

昭和 20 年 3 月 10 日の空襲で、水路部

は大きな被害を受けました。昨日の渡辺

正さん（当時参謀本部）の話じゃないけ

ど、水路部でも当時は交通機関が不通に

なっても出勤せよというので、私も何回

か歩いて通いました。3月 10日の時には、

たしか歩かないで済み、交通機関が動い

ていたと思います。方々がひどい状態に

なっているので、どうかなと思って行き

ました。水路部は本庁舎が焼けてません

から、ああいいな、と思って入って行っ

たら、製版印刷の方がどうもただごとじ

ゃないんですね。焼夷弾で全部やられて。 

ただし測量原図とか経緯度成果表と

か大事なものが全部入っていた、後ろの

方の原版庫には焼夷弾が落ちませんでし

た。これで測量原図が助かったのは、あ

との水路業務遂行のためにどのくらい役

に立ったかわかりません。 

当時の記録としては、原版庫が無事で、

測量原図が OK、しかし図誌の倉庫が焼け

ました。図誌倉庫というのは、物品検査

場および倉庫です。ここに全部刷り上が

った海図が入っていたわけです。ここが、

3 月 10 日に撃ち抜かれたから、海図が焼

ける、航空図が焼ける、水路誌が焼ける、

大変だったわけです。それを、毎日毎日

整理するのですが、風で魚河岸の方から

銀座通りの方にどんどん飛んでくわけで

す。魚河岸の方から。軍人は飛ばさない

ようにしろっていうけど、飛ばさないよ

うにすることができません。これは、あ

～と思って空を仰ぐよりしかたがない。

そういうような毎日でした。今でも思い

出します。機密の図類が全部やけ飛びま

して、非常に大変だったわけです。 

 

終戦と水路部の移管 

 

昭和 20 年 3 月 10 日の空襲の後は、焼

けあと処理やなんかをやっていて、まあ

それでもってとうとう終戦になったわけ

です。私はこの終戦の時にちょうど、水

路部修技所特修科２）にいて練馬の方に疎

開していました。水路部は方々に疎開し

てまして、修技所は練馬の開進第一国民
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学校校舎に全部疎開してたわけです。そ

こに通っていました。学生が 5 人いて、

それらが移管の手伝いをやったわけです。 

直接私は見てませんが、『日本水路史』（海

上保安庁水路部編, 1971）の 224～227 頁

の終戦に関する記述資料の中に、どうい

うことから移管になったというようなこ

と、それから終戦になってどういうもの

を提出しなければならなかったというこ

とが書いてあります。 

まず昨日の陸地測量部から地理調査

所への移管のお話のように、水路部が残

ったというのは、『日本水路史』に書いて

ありますように、沿岸海上交通の不安を

一掃するための水路測量の必要性という

のが第一の理由です。『日本水路史』の

300 頁掲載の「連合軍最高司令部（GHQ）

一般命令第 1 号」（昭和 20 年 9 月 2 日）

の（ロ）に「航海ヲ便タラシメル一切ノ

施設ハ直ニコレヲ復活ス」とあります。

これを受けて水路部はずっと仕事を続け

ていけということで、素直に残ることが

できたわけです。これにくわえて、昭和

20 年 12 月 26 日付の GHQ からの覚書には

「水路部は下記制限内において平時の一

般業務を遂行する」とあり、そのあとに

「今後すべての水路部刊行物は制約を受

けない」とあって、どんなものも出して

もいいということになったわけです。 

この覚え書きには、さらに「他国調製

に属する秘密海図を覆版しない」とある

ほか「日本海図にアメリカ海軍水路部制

定の図式を採用し、おもな表題および水

路記事に英訳を付ける」とあって、アメ

リカの図式を使うようにしました。しか

し、アメリカの図式については、翌年 4

月 17 日の覚え書きで取り下げられたの

で助かったわけです。 

なお 9 月 2 日の覚書には、さらに「な

お水深は従来どおりメートルで表示して

差し支えない」とあります。アメリカで

は今でも海図はメートル式ではない。世

界の全部の国でメートル式になってない

わけです。国際水路局に入って、そのリ

コメンデーションによりながら、メート

ル式になっていない国があり、そのなか

には大国もあるんです。英国がやっとや

っとそうなったくらいで、アメリカはま

だなってない。そろそろなるころだと思

います。 

9 月 2 日の覚書には、その次に「日本

水域における必要な測量は当司令部の許

可を要す」と GHQ の許可がいるとしてい

る。これは占領当時当たり前ですね。さ

らにそのつぎに、「日本水路部が毎週発行

する水路告示は、その都度英文版 200 部

を連合軍最高司令官あてに提出を要す」

とあります。これは水路通報です。すで

にお話ししましたように、海図と水路誌

と水路通報というのは切っても切れない

もので、水路通報がないと、向こうでも

困るからでしょうね。そういうようなこ

とから、向こうからいろいろ監督する軍

人が来るようになったわけです。 

 

国有財産資料の引き渡し 

 

終戦の処理の中で、国有財産資料のア

メリカ軍への引き渡しについては、『日本

水路史』の 224 頁に記載があります。当

時はどこの役所もそうですけど、武官の

軍人と文官の高等官が一緒になって分担
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して任務についていたわけです。それで

幹部がメインになって、9 月 4 日から 11

月 8 日までかかって出したわけですね。

図面として提出したのは普通海図はもち

ろん、祕密の軍機・軍極祕・祕の海図全

部。祕の航空図、その他の祕の機密航空

図、そういったもの全部。それから祕の

水路誌、祕の航空通報、祕の水路通報。 

あとは原図の方です。測量原図を全部

提出しなきゃならなくなったんだけども、

日本側でもこれからの仕事があり、戦後

の日本領の区域は原図がないと困るから、

持っていこうとはしませんでした。その

かわり、そのものと同じものを 2 枚、で

きあがりをきれいにしろというような注

文で、当時は、まだゼロックスもありま

せんで、毎日青焼きをつくって水洗いし

たのを輪郭で切って乾かしたりしてるの

を目の当たりに見たのを覚えています。 

提出しなければいけなかった測量原

図は、日本領でなくなったところですね、

千島、樺太、奄美大島、小笠原、それか

ら沖縄の大半。そういう測量原図は、経

緯度成果表とともに、全部の英文のリス

トを作って提出しました。その後、奄美

大島とか小笠原、それから沖縄の返還の

ときには、測量原図は一括関係書類と一

緒にきちんとしてひとつも痛まないでち

ゃんと返してくれました。これはまあ大

したもんだと思いました。 

 

アメリカ海軍水路部への留学 

 

時を経まして 1961 年頃、私は 1 年間

アメリカの海軍水路部に留学しました。

そのとき、全部で 10 人、外国人が教育を

受けました。最初の頃に見学があり、チ

ャートライブラリーという海図の図書館

に行きました。素晴らしい部屋で、もて

る国はこんなにスペースもあるのだなと

思ってびっくりしたわけです。そこに日

本で接収された軍機図がありました。南

洋群島とか、日本のも全部あるのです。

全部出てきました。日本のように、地図

ケースにうんと詰めてないから、楽々出

てきて、日本でももう少し何とかならな

いのかなと思いましたね。地図に対する

考え方が、日本は本当にお粗末でしたね。 

アメリカ海軍の水路部は、今は国防省

画像地図庁というかたちで陸の地図と一

緒になっていますけども、それでも同じ

ように、きちんとなっていると思います。

おそらく陸の地図の方もきちんとなって

いると思いますね。 

アメリカでは、図面に対する愛着とい

うか、丁寧さがあって、日本の海図は良

く出来ているとインストラクターが説明

したときには、私もまだ、英語がなれな

いのに、その日ばかりはちょっといい思

いをしました。他の国は東南アジア系の

人が多いから、自分の国で出しているの

は英国版海図が多いんですね、インドだ

とかパキスタンとかそういうところから

きていました。そういう国は、おそらく

英国の海図でしょうね。当時としては何

千版という日本の海図が向こうに行って

たんです。 

部屋なんかも蛍光灯で、ちゃんと一人

か二人いましてね、鍵を開けて入ったと

きに人がいるんじゃなく、いいコンディ

ションで保存されているんです。 
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拿捕海図の調査 今後の研究にむけて 

  

それからもうひとつ、昭和 17 年に神

戸に出張に行ってくれということで、大

友という海軍大尉と、村井という技手と、

それからいちばん若い私が下っ端で、3

人で行きました。はじめは何しに行くの

かさっぱりわからなかったのですが、山

下汽船がシンガポールで海図を拿捕して

きて、その調査を全部やってくれという

のです。使えるものあるかどうか、掘り

出し物があるかどうか、それを水路部の

目録と対照して全部検査するわけです。

山下汽船の人から連絡があって、英国の

海図だということがわかったから、英国 

関連の目録を持っていきました。 

そろそろ終わりにしますけど、外邦図

と海図・航空図の関係について私の思っ

ていることを話させていただきます。普

通海圖と急速覆版海圖、これは外邦図を

お調べになるときに是非使っていただい

たらいいと思いますね。昨日ちょっと東

北大学の渡辺さんから、東北大学の外邦

図目録（東北大学大学院理学研究科地理学

教室, 2003）を見せていただきました。

素晴らしいインデックスで、日本のだけ

ではなくて外国の地図・海図も大学のよ

うな機関でやっていっていただかないと、

だんだん捨てられていくようになるんじ

ゃないかと思います。急速覆版海圖だっ

ていつかは処分されるでしょう。 倉庫に入っていったらすごい夏の暑

さで、何日もこんなところでやるのかと

思いました。一枚一枚海図を目録で当た

るのですよ。いくつか掘り出し物があり、

その中で一番は、英国の秘密海図のイン

デックスで、これは赤色です。（参加者か

らの「鉛は入っていなかったのですか？」

という質問に対し）鉛は入っていません

でした。英国の海図は、すこしハードカ

バーでしたけどね。 

急速覆版海圖はありとあらゆるとこ

ろの海図を出していますからね。しかも

写真覆版で、調査をするときに非常にい

いですね、書き直しているのじゃないで

すから。英国海図が主で、フランスのを

覆版したのもあります。『急速覆版海圖目

録』を見ると、どこの国の海図を覆版し

たかってちゃんと書いてあります。沿岸

航海用海図にも沿岸目標や地名やなんか

書いてあるんですね。インドの英国海図

で素晴らしいのがありますから、一度見

ていただければと思います。 

その仕事がお開きになって、姫路に私

の親戚がいたので、寄ってちょっと羽の

ばして帰ろうと思ったのです。ところが

坂戸、これを持っていけっていうんです

ね。これは命より大事な大変なものだと

大友という大尉がいうんですね。そんな

思い出があります。そういう拿捕したも

のが、何図か覆版海圖になっているわけ

です。 

あとは秘密の海図ですね、今日お配り

しましたので、どういうところについて

出ているのかはお分かりになったと思い

ます。それから秘密の雑圖と書いてある

ところに、海象気象圖というのがありま

す。これは見逃しがちですが、たくさん

あります。外邦図の資料として海図も系 
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統的に使っていただくことが大事だと思

います。 

あと、航空図は意外と役に立つかもし

れません。向こうに展示しているのは海

南島の航空図です。航空図は外邦図の兵

要地誌関係を調べる資料になるのではな

いかと思うのです。どうしてかといいま

すと、航空図にあらわれる陸部の資料は

水路部にはありませんから。当時の参謀

本部の陸地測量部から取り寄せるとか、

海軍の駐在武官から何とかして資料を手

にいれて、しかも色刷で作ったというこ

とは素晴らしい内容です。 

航空図は、地図の投影の話になります

が、基準緯度を最初に計算しなければな

らないのです。全部メルカトル図法です

から。日本の付近は緯度 35 度で当たり前

なのですけれど、航空図は世界中緯度 35

度でやっているんです。図の接合が自在

で飛んでいけるぞという、大きな漸長図

法というか、メルカトル図法を想定して

いました。 

それからもうひとつ、航空図では地名

が全部カタカナです。なんでそうなった

かというと、海図は、ほとんどが昔の商

船学校を出た人やあるいは兵学校を出た

人が使いますから、英語で大丈夫です。

航空図の場合は、軍用機に一人で乗るこ

ともある。また地名が横文字で読みにく

いということで、最初から全部カタカナ

です。そのカタカナの地名調査がなかな

か大変で、膨大な仕事量でした。 

海軍航空図の製作には地名の係員が

20 名ばかりいましたけど、そういう人た

ちだけでは足りないので、当時の文理大

の地理科の学生が 20 名、東京の女子大の

英文科の学生が 80 名、やはり戦争という

ことで動員できたんでしょうね。それで、

東大の辻村（太郎）さんとか長谷部さん、

外国語学校の朝倉さん、文理大の田中（啓

爾）さん、内田（寛一）といった教授が

水路部の嘱託となって、カタカナの地名

をちゃんとルールを作って決めた。1 地

名 1 カードで作業した。大変な仕事でし

たので、地名調査のことは忘れないでい

てもらいたいです。 

 

祕密水路誌 

 

水路部の資料として、これ以外に、海

図に対応する赤表紙の祕密水路誌があり

ます。水路誌は 1 巻から 4 巻、日本中と

外国地域が相当詳しく出ているわけです。

第 1 巻が本州、南方諸島、内海、北海道、

樺太南部、第 2 巻が九州、南西諸島、台

湾、朝鮮、黄海北濱、第 3 巻が南洋群島、

マリアナ諸島、カロリン諸島、マーシャ

ル諸島。南洋群島は日本の生命線でした。

第 4 巻は、シベリア沿岸、満州国沿岸、

支那沿岸、東沙島沿岸です。 

先ほどお話しした測量原図の提出の

時には、南洋群島の測量原図は全部提出

しました。南洋群島は日本領だったわけ

ですから、大変な量の測量原図がありま

した。日本本土から三角測量が届きませ

んので、あそこだけのちゃんとした三角

測量がありました。 

 

海陸兵要圖 

 

最後に、海陸兵要圖があります。水路

部は、今の建物に建て替えるときに、第
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二大蔵ビルという、有楽町の方に一回引

っ越したんです。引っ越しするときに既

にもう、海陸兵要圖関係資料が処分され

ました。それから向こうから帰ってくる

ときにもまた処分されてしまいました。

本当はできあがってから全部ゆっくり処

分すればいいのに。 

 

質疑応答 

 

[編集者の注]  

 

以下の質疑応答の記録については、と

くに質問の場合、録音状態がわるく、充

分にテープ起こしができなかったところ

がすくなくない。以下では、したがって

主として坂戸氏の談話を収録した。なお、

京都大学文学研究科地理学教室蔵の地

図・海図については、本ニューズレター

の「はしがき」（石原潤「外邦図のこと」）

ならびに山村報告を参照していただきた

い。 

国土地理院が移転するときには、五条

さんという方を知っていたので、「五条さ

ん、不要な図は移転後に処分すればいい

んですよ」って言いました。だから地理

院ではちゃんとなっていると思います。

そういうことで、水路部には海陸兵要圖

もあったんですよ。 

海陸兵要圖というのは、水路部軍極

祕・水路部軍機、軍令部軍極祕・軍令部

軍機、軍令部祕というのが肩書きのチャ

ートなんです。保存しておかなきゃいけ

なかったんですね。おそらくアメリカに

は接収されたのではないかと思います。

それがわかっていれば、私、1961～62 年

に行ったときに、見せてくれと言ったら、

おそらく見せてくれたと思います。海陸

兵要圖は、水路部よりも地理院の方がき

ちんとしているんじゃないかと思います

ね。水路部と連絡して、所在の方を調べ

て、どこかできちんと管理して、目録を

作っていただくというのが大事だと思い

ます。 

 

Q.海陸兵要圖について、作られた範囲、

大まかな縮尺、何を目的としていたかな

ど、もう少し詳しく教えてください。 

A.私の頭の中にあるのをお話しするのな

らいいのですが。縮尺もある程度までき

ちんと決まっていましたし、刊行範囲も

決めてやっていたんでしょう。国土地理

院の方は陸海編合圖といっていたんです

よね。水路部の方は海陸兵要圖で、水路

部にいけば、資料があると思います。 

（中略） 

わかりましたらまた連絡をとるようにし

ます。 

           （中略） 今日は私が水路部におりました当時、

今まで表に出してない海図などをお見せ

して、皆さんこういうものがあるという

ことを知っておいていただいて、じゃあ

これのどこが見たいというのはまた次の

段階とさせていただきます。今回はまず

概要だけを整理いたしました。 

私はどこにどういう資料があるという所

在目録があって、そこに海図が入ってい

ればいいと思います。どこかでちゃんと

した海図をふくめた目録を作っていただ

きたい。水路部自身もなかなか場所がな

いので、とっておくのは難しいそうです。
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私も OB としてどうしてなのかなと思う

んですけど、水路部も多目的になって、

海図を中心とした仕事の他にもやらなき

ゃいけないことが多いから、なかなか大

変らしいですね。 

 

Q.航空図にカタカナ地名を入れるときに、

いろいろな地理学関係者を雇ったわけで

すね。 

A.私の記憶では、東大の辻村さん、長谷

部さん、外国語学校の朝倉さん、文理大

の田中さん、内田さんです。 

Q.長谷部さんは地理の人ですか? 

A.私もわかりません 

Q.名簿かなんかは残っているのですか？ 

A.残っていると思います。後もうひとつ、

戦争がだんだんひどくなるときに、陸の

方も、海の方も、なるべく日本の地名を

つけようっていうことがあったわけです

ね。海軍は海軍で日本の地名をつけよう

と思って、陸の方と連絡を取るようなこ

とをやっていた記憶があるんです。例え

ば、マリアナ諸島の「マリ」は毬などで

す。そういうちょっと特別おもしろい地

名、そういうのを学会で取り上げたらど

うかと思いますね。も少しソフトな話も

聞けるんじゃないかと思うんですね。 

 

Q.シンガポールで接収した英国の秘密図

のリストのその後は？ 

A.その後は、私もその担当じゃなかった

ものですから。おそらく終戦までは大事

にとっておいたでしょうね。終戦の時に

隠しておいたらよかったでしょうけど、

おそらく処理しちゃったんでしょうね。

アメリカのは拿捕しようと思ったらでき

たでしょうけど、英国のはなかなか手に

入らなかったと思うんですね。ちゃんと

リストをアップデートするために、日本

の図誌目録と同じように手書きでみんな

書いてあってですね。 

 

Q.この話はどこかにもうお書きになった

のですか。 

A.今日話した内容はどこにも話してない

んですよ。だからこの資料もあんまり出

席した人の手元にだけ置いておいていた

だいて、これを次の会議の時にもう少し

補うようにしていくとよいと思います。 

 

（とくに京都大学所蔵の明治 40 年代～大

正期の海図をめぐって） 

役所では、大学とかアメリカの水路部

のように、丁寧に地図・海図を扱うとい

うことがないように思います。大学でき

ちんと保存して、当時の図誌目録とすぐ

わかるようにしておいていただければい

いと思うんです。また当時は、日本の海

図は航海専門の主題図とはいいながら、

基本図にも使えるような内容に編集して

あります。陸を全部省略しろという時代

ではないですから。京都大学に保存され

ているような海図は、大事に保存してい

ただきたい。 

<今井氏の補足> 水路部には、明治 20

年代のものから現在まで海図がそろって

いますが、残念ながら水路通報によって

アップデートされて訂正されています。

ですから初刷りのものはあまりない。京

都大学にあるのは修正されていないので、

海岸線などについて、貴重な資料になる

と思います。旧版海図は内湾の環境問題
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の研究に良く使われています。旧海岸線

が埋め立てや防波堤がない状態でどのよ

うに湾内の海水が流れたのか、というこ

とをシミュレーションによって知ること

ができます。京大が持っている海図は貴

重なので大事に管理していただきたい。 
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次回には、水路誌のそういうものもで

きる限りお見せできればと思います。海

図だけじゃなく水路誌も。 

 

 

 

  

 注 

  

1）坂戸直輝（2002）を参照。  

 2）技師または修技所高等科卒以上に指定

事項を専攻させる（海上保安庁水路部編, 

1971, 216）。 
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図 1 旧水路部の位置 
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3-6 京都大学総合博物館収蔵外邦図の目録作成作業について 
山村亜希（愛知県立大学） 

 
 
Ⅰ 京大総合博物館収蔵外邦図の来歴と

現状 

 

 京都大学総合博物館には、図幅数

11712・総枚数 13495 枚（うち、現物 11931

枚、コピー1564 枚）の外邦図（海図を含む）

が収蔵されている。これらの外邦図は、京

都大学文学部地理学教室が、教室創立の明

治 40（1907）年以来収集してきた、貴重な

地図資料の一つである。外邦図は、昭和 62

年（1987）に建設された京都大学文学部博

物館の地理作業室内に収蔵され、その後同

館が総合博物館に組織替えされたので、収

蔵場所には変更はないが、館の名称のみ変

わり、現在は総合博物館地理作業室に保管

されている。 

 これらの外邦図には、戦前に収蔵された

ものも含まれている。収集の経緯は明らか

ではないものの、陸軍省・海軍省より寄贈

を受けたものがあることが分かっている。

しかし、その大半は戦後に収集されたもの

である。1960 年に、お茶の水女子大学の浅

井辰郎教授の取り計らいによって、戦後に

資源科学研究所に所蔵されていた外邦図の

一部（7024 枚）が、文学部地理学教室に収

蔵されることとなった。さらに 1997 年夏に

は、東北大学と、相互に不足する図幅の現

物ないしコピーの交換や寄贈が行われた結

果、約 5000 枚が加わった。 

このような収集の経緯の中で、地理学教

室によって何度か外邦図の整理がなされて

きた。整理によって、外邦図は地域ごとに

分類され、マップケースに比較的良好な状

態で保管されてきた。しかし、その整理作

業は、基本的に地域研究の資料としての利

用を目的としており、検索を簡易にするた

めに地域別インデックスマップは作成され

たが、書誌的情報を含むリストは作成され

てこなかった。地域別のインデックスマッ

プも、収蔵分の外邦図をもとに作成された

ものであるため、インデックスにない地域

は、そもそも作成されなかったのか、その

地域の外邦図が京大に収蔵されていないだ

けなのか、といった点が分からないという

限界を持っていた。それは、他大学・他機

関に所蔵される外邦図との相違や、本来作

成された外邦図全体の中での位置づけが不

明であったということでもある。このよう

に、京大総合博物館での外邦図の利用にお

いて、外邦図の全貌を把握する必要が認識

されていた。 

 このような現状の中で、本科研による外

邦図研究がスタートし、複数の機関に離散

した外邦図の書誌情報を統合することを通

じて、外邦図の全貌を明らかにする必要性

が強く認識された。そこで、2003 年 3 月に

発刊された『東北大学所蔵外邦図目録』に

続き、2003 年度に京大総合博物館収蔵の外

邦図についても目録を作成することとなっ

た。 

 
Ⅱ 外邦図目録作成作業の概要 

 74



 

 目録作成作業は、2003 年 3 月に京大文学

部地理学教室を退官された石原潤先生（現

奈良大学）のご指導のもとに、文学部地理

学教室の大学院生 2人、学部生 22 人によっ

て、2003 年 7 月 22 日から 8月 20 日のうち

の 14 日間に行われた。筆者（2003 年 9月ま

で京大総合博物館に助手として勤務）及び地

理学教室博士課程 1年の中辻亨氏が、具体

的な内容を現場で院生・学生に指示して作

業を進めていった。 

 対象とする外邦図は、現日本国外の地図

（ほとんどが地形図）としたが、旧海軍省

水路部作成の海図（956 枚）も含めた。従

来、まとまった数の海図が存在しているこ

とは知られていたが、これらは外邦図以上

に把握されておらず、東北大目録に海図が

含まれていることから、比較の観点からも

海図の書誌情報は意味があると判断し、採

録することとした。 

作業は、基本的に2003年3月に発刊の『東

北大学所蔵外邦図目録』に準拠し、同目録

の記載内容を確認し、修正・追記する形で

行った。具体的には、二人一組でチームを

組み、一人が外邦図の書誌情報を読み上げ、

もう一人が東北大目録のコピーの上に確

認・修正した内容を記入する方法で行うこ

とで、一人での判読を避け、できるだけ間

違いの少ないように努めた。また、外邦図

は地域ごとに書誌情報の様式に大きな差が

あり、情報の採録に若干の慣れが必要なた

め、地域ごとに複数のチームから成るグル

ープを割り当てた。外邦図の確認・修正作

業と並行して、地域ごとに Excel データに

それらを転記していった。データに各地域

の書誌情報を修正・入力した後、全ての地

域のデータを接合した。そのデータを、2003

年 9 月に、学部生一人と筆者で体裁の統一

や明らかな誤記の修正を行った。最後に、

2003 年 12 月に、東北大学目録の作成に大

きな貢献をされた渡辺信孝氏（仙台都市総

合研究機構）に、京大目録のデータを確認

し、地域独自の経度基準などを修正して頂

いた。 

 
Ⅲ 目録作成作業における問題点 

 

作業の中で、当初は想定していなかった

問題点・疑問点がいくつか浮上し、対応に

苦慮した。最も大きな問題点は、書誌情報

をどこまで採録するかということに関して、

事前に明確な基準を決めていなかったこと

である。 

地域によっては、作成の経緯、原図の情

報、図法、標高の基準、作成部隊名などの

書誌情報を詳細に書き入れている外邦図が

ある。例えば、オーストラリア 5 万分の 1

図 MUNDARING（ZONE1-399）は、図の枠外に

「1942年濠州軍参謀部調製63360分の1五

色刷図を 5万分の 1に伸写し五色に複製」

といった記載がみられることから、日本軍

が用いたオーストラリア軍製の原図の書誌

情報が分かる。アリューシャン 50 万分の 1

図に至っては、図幅名の他に「東四レ 502」

といった記号が付され、さらに「1941 年製

米板版 50 万分の 1航空図により編纂し、4

万分の 1 アリューシャン群島地誌其二（ダ

ッチハーバー・ウラナスカ湾）海図第 3503

号を参照す」といった、さらに詳しい原図

情報が記載される。パラオの 2万 5千分の

1図には、「標高はコロール湾の中等潮位よ

り起算し米突を以て示す」といった標高基
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準の情報がみられる。また、多くの外邦図

には、「軍事秘密」、「部外秘」、「秘扱」、「極

扱」などの印が印刷され、「取扱ニ注意シ用

済後焼却」といった詳しい取り扱いも定め

られているものもある。このような情報は、

外邦図の作成の経緯や、他の帝国諸国の地

図作成事業との関連、作成の技術、外邦図

の利用のされ方などを考える上で、貴重な

資料となるだろう。しかし、これらの情報

を網羅的に採録するには、膨大な労力と時

間が必要となる。実際、このように書誌情

報の多い地域（とくに南洋諸島・オセアニア）

の作業に入ってから、極端に作業のスピー

ドが落ちた。 

どこまでの書誌情報が必要かという判断

は、目録の目的や利用方法に関わってくる。

地域研究の資料としての外邦図の検索、あ

るいは他機関・他大学との比較を、目録の

主要な目的とするのであれば、これらの詳

細な書誌情報を目録に採録する必要はない。

また、目録をもとに外邦図を検索し、現物

ないしコピーを閲覧して、そこから各研究

者が自分の研究に必要なより詳しい書誌情

報を入手してもらうという利用方法を想定

するのであれば、最低限の書誌情報さえ掲

載された目録であれば、十分役立つであろ

う。今回の作業においては、書誌情報を網

羅するのは、現段階の作業状況を考えると

現実的でないと判断されたため、現物にア

クセスするための所在目録として最低限の

書誌情報を記載するに留めた。しかし、実

際には作業途中でこの判断を行ったので、

作業の進行程度によって書誌情報の精度に

ばらつきが生じてしまった。そこで、詳細

な情報は「備考」欄に記載し、「備考」欄は

統一されていないことを凡例に示すことと

した。 

また、責任表示の判読の仕方について、

作業の途中で何度か疑問点が出された。多

くの外邦図には、図の左下に、測量・製版・

印刷・発行の年次と機関名の記載が並んで

いる。複数の機関名が併記されている場合

（例えば、陸地測量部と参謀本部）、両者と

もを製版・印刷機関と読むのか、それとも

併記されている機関はいずれかが製版機関

で、もう片方が印刷機関とみなすのか判読

が難しい。作業を進める中で、同一の機関

名（例えば参謀本部）が二度記載されてい

る地図があり、記載されている複数の機関

が製版・印刷機関だとする解釈が難しいこ

とに気づいた。その時点で、後者の判読が

妥当なのではないかとの推定に至ったが、

このような問題も作業当初には想定できな

かった。 
 
Ⅳ 京都大学総合博物館収蔵外邦図

の特徴  
 

京大総合博物館収蔵外邦図と東北大学所

蔵外邦図とを比較すると、いずれかのみに

しか収蔵されていない外邦図がある。京大

にのみ収蔵の外邦図は、1433 図幅・総数

1461 枚（うち現物 1430 枚・コピー31 枚）あ

り、逆に東北大にのみ所蔵の外邦図は、1538

図幅ある。京大にのみ収蔵されている外邦

図の多くは、朝鮮半島の地形図や明治期の

海図であり、「陸軍省寄贈」や「海軍省寄贈」

といった押印も見られる。ここから、戦前

にある程度まとまった形で、陸軍省や海軍

省から京都帝国大学地理学教室に直接寄贈

を受けたものが含まれていることが分かる。

これは、戦後の参謀本部ないし資源科学研
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究所からの外邦図の流出（久武,2003）とは

異なる経路で、戦前にも外邦図が外部に流

れてきたことを示している。 

 

Ⅴ おわりに 

 

今回の作業で作成した京大外邦図目録は、

近日中に発刊する予定である。今後の学術

研究・教育に活用して頂きたい。また、Ⅲ

で書いたように、この目録は書誌情報を網

羅していないという点で、「未完」のデータ

ベースである。今後の研究の中で、書誌情

報の充実を図っていくとともに、間違いな

どが見つかれば修正を加え、目録を発展さ

せたい。また、今後、外邦図の目録を作成

される場合には、ここで述べた点を参考に、

事前に十分な「作戦」を立てられることを

お勧めする。 
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3-7 アメリカ議会図書館所蔵の旧日本軍撮影・ 

中国空中写真の概況 
今里悟之（大阪教育大）・長澤良太（鳥取大）・久武哲也（甲南大） 

 

Ⅰ はじめに 

 

外邦図研究グループでは，2002 年 9 月，

アメリカにおける外邦図の所蔵状況につい

て，久武と今里の 2名で第 1回調査を行っ

た。調査先は，アメリカ議会図書館（ワシ

ントン DC），アメリカ地理学協会の地図室

（ウィスコンシン大学ミルウォーキー校

Golda Meir 図書館），ハワイ大学ハミルトン

図書館（ホノルル）の 3 ヵ所であった。そ

の際，アメリカ議会図書館（略称 LC）に，

旧日本軍が撮影したとされる，中国の空中

写真が多数所蔵されていることが判明した

（今里・久武 2003a，b）。 

前年度のこの結果を受けて今回，この LC

所蔵の空中写真に焦点を絞り，第 2回調査

を行った。アメリカでの現地調査は，2003

年 9 月 22～29 日にかけて，長澤と今里の 2

名で実施した。調査にあたっては，前回に

引き続き，LC の目録部日本課の藤代眞苗氏

と，アジア部の太田米司氏にご協力いただ

いた。 

 
Ⅱ 流出経路 

 

この空中写真は，LC の Adams 館の屋根裏

倉庫に保管されている。ここの書架には，

第二次大戦の終戦時にアメリカが満鉄から

接収した資料約 6～7 万点も保管されてお

り，すべて藤代氏が数年をかけて整理され

たものである。藤代氏によれば，これらの

資料は，空中写真も含め，1996 年にワシン

トン文書センター（WDC）から移管されたも

ので，それ以前の流出経路の詳細は不明で

あるという。 

空中写真は，およそ撮影コース順に数十

枚から百数十枚ごとに簡易包装され，包装

紙に地区名・撮影年月日・写真番号・枚数

が記入されている。撮影年については，昭

和17年もしくは昭和18年との記入がある。

それぞれの空中写真の裏面にも，鉛筆で写

真番号が記入されている。これらの記入は

藤代氏が行ったものではなく，字体等から

判断して，おそらく満鉄関係者，もしくは

接収に関わった日本人担当者が記入したも

のと思われる。これらの書誌情報にもとづ

いて藤代氏が，LC の索引カードを作成し，

空中写真自体の包装についても補強を行っ

たものである。 

 今回の調査では，まず現物一枚一枚を一

通り確認して，書誌情報を記録した。次に，

資料的にとりあえずの価値が大きいと判断

されたもののみを，A4 のスキャナー2台で

分担して撮影し，画像はノートパソコン 2

台に保存した。このスキャニング作業につ

いても，LC スタッフの許可を得て行った。 

 
Ⅲ 撮影地域と枚数 

 

空中写真の撮影地域は，長江下流域北方

の江北地区，現在の省名では江蘇省・安徽

省の一部である。総数は 2100 枚，すべてモ

ノクロである（写真１）。地区ごとの枚数は，

五河地区 278 枚，五河南方・安准集地区 41

 78



 

 
写真 1 旧日本軍撮影の中国中支地域の空中写真（アメリカ議会図書館所蔵） 

枚，界首鎮西方 87 枚，阜寧南方 120 枚，宝

應西南方 197 枚，六甲鎮地区 258 枚，興化

地区 265 枚，中支地域 854 枚である。 

この 2100 枚の地域は，地方の小規模な中

心集落を一部に含むものの，すべて農村地

域である。例えば，散居村，環濠集落，ク

リーク集落，集村と短冊状耕地，区画整理

された塩田集落，氾濫原の開拓地など，集

落地理学的にみても大変興味深い。スキャ

ニングしたものについては，おおよそ撮影

地の比定は可能であると見込まれる。 

今回スキャナーで撮影したのは，五河地

区，五河南方・安准集地区，界首鎮西方，

阜寧南方，宝應西南方の計 723 枚である。

これ以外の地区については，それぞれ，六

甲鎮地区については現在の地名との比定が

現時点ではやや困難である，興化地区につ

いては写真の劣化が著しい，中支地域につ

いては詳細な地名が不明のため比定が困難

である，との理由から，一部のサンプルを

除いて今回はスキャニングを行わなかった。 

 
Ⅳ 判明点と疑問点 

 

空中写真の大きさは，32×32cm であり

（ただし切り方が乱雑で形が歪んでいるも
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のも相当数ある），現在の日本で一般に製作

されているものより，かなり大きい。その

ため，写真 1 枚につき，全体の約 3 分の 2

の面積のみをスキャニングせざるを得なか

った。ただし，写真のオーバーラップは約

60％，サイドラップは約 30％であるため，

このようなスキャニング方法であっても撮

影範囲はすべてカバーできている。縮尺は

1 万分の 1 から 2 万分の 1 程度と推測され

るが，場合によっては 4万分の 1程度の可

能性もある。 

五河地区や中支地区などの一部の空中写

真（全体の数％程度）の隅には，濱安また

は河井という姓名が焼き込まれており，こ

れらは撮影または製作関係者のものと推測

される。さらにこれらの写真には，同じ位

置に撮影年月日も焼き込まれている。しか

しながら，撮影年は写真の包装紙に記載さ

れた「昭和 17 年」もしくは「昭和 18 年」

ではなく，例えば「9．10．26」と表示され

ている。この場合，写真の画像から判断し

ても，10 月 26 日の撮影であることはおそ

らく間違いないが，最初の数字の「9」とは

何かということが大きな疑問点として残る。

これは，撮影年月日が焼き込まれた写真す

べてについて当てはまる。 

 
Ⅴ 今後の課題 

 

 したがって当面の課題は，これらの書誌

情報の疑問点を解明することと，スキャニ

ングした写真の現地比定を行うことである。

これらの作業にもとづいて，地域環境資料

あるいは歴史地理学的資料としての活用が，

今後検討されることになるだろう。 
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